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1.  はじめに 

本ドキュメントは、VMware ESXi/ESX 環境における ESMPRO/AutomaticRunningController、SigmaSystemCenter/電源

管理基本パック、またはESMPRO/AC Lite for VMware導入のためのドキュメントです。最新のセットアップカード

と併せてご覧ください。 
 

各製品の最新のセットアップカードは下記サイトに公開しています。 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 

 
VMware ESXi/ESX(以下、ESXi/ESXサーバ)環境にESMPRO/AutomaticRunningController（以下、ESMPRO/AC） また

は SigmaSystemCenter/電源管理基本パックを導入すると、UPS ご使用環境において ESXi/ESX サーバの電源管理が

可能になります。 
 

なお、VMware関連製品の用語については、本文中に以下のような表現をしています。 
 

vSphere HA  ⇒ VMware HA 
vSphere ESXi /ESX ⇒ VMware ESXi/ESX 
 

 
※商標 
VMware is a registered trademark or trademark of Broadcom in the United States and other countries. The term “Broadcom” refers 
to Broadcom Inc. and/or its subsidiaries. 
Microsoft、Windows Server、Hyper-V、Windowsは、米国 Microsoft Corporationの米国及びその他の国におけ

る登録商標または商標です。 
Smart-UPSは、Schneider Electric Industries SASの商標または登録商標です。 
本ドキュメントに記載されている他のすべての名称ならびに製品についての商標は、それぞれの所有者の商標です。 
本ドキュメントでは、(R) とTM の表記を省略しています。 
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2.  システム構成 

制御端末として使用するサーバの電源制御ソフトウェア製品およびバージョンによって異なります。 
ご使用の電源制御ソフトウェア製品およびバージョンに対応した説明をご確認いただき、必要なソフトウェアを

選択してください。 
 

制御端末：UPSを制御し、UPSと接続しているサーバへシャットダウン命令を行う電源管理サーバ 
 

連動端末：制御端末からの指示によりシャットダウンされる電源管理対象サーバ 
 
※vMA：vSphere Management Assistant (以後「vMA」と省略) 
 
※連動端末のライセンス登録方法は、ESMPRO/AutomaticRunningControllerまたはSigmaSystemCenter/電源管理基本

パックのセットアップカードをご参照ください。 
 

※VMware HA構成について 
  VMware HAと同様の機能をSigmaSystemCenterで提供しているため、SigmaSystemCenterおよび、 

SigmaSystemCenter/電源管理基本パックが導入された環境では、VMware HAとの共存はサポートしておりません。 
  VMware HAと同様の機能であるSigmaSystemCenterのVMフェイルオーバ機能をご利用ください。 
 
 ESMPRO/AutomaticRunningContoller Ver5.3 より、SigmaSystemCenter Ver3.6 以降との連携が可能になりました。

ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.3 以降をご導入いただくことにより、SigmaSystemCenter に管理されて

いるVMware HA構成との共存をサポート致します。 
 

VMware HAのサポート状況 

製品名 VMware HA構成の

サポート状況 

(SigmaSystemCenter

管理対象外) 

VMware HA構成のサ

ポート状況 

(SigmaSystemCenter管

理対象) 

備考 

SigmaSytemCenter/電源管理基本パック 

Ver2.1 

未サポート 未サポート  

ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.3

以降 

サポート サポート ESMPRO/AC Enterprise が必

要です。 

ESMPRO/AutomaticRunningController Ver4.0

～5.2 

サポート 未サポート ESMPRO/AC Enterprise が必

要です。 

ESMPRO/AC Lite for VMware Ver1.0 未サポート ------------ SSC連携は未サポートです。 

 

※VMware Virtual SAN構成について 
ESMPRO/AC Lite for VMware、及び SigmaSystemCenter/電源管理基本パックが導入された環境では、 
VMware Virtual SAN構成はサポートしておりません。   

 
※ESMPRO/AutomaticRunningContoller Ver5.34以降より、VMware ESXi 7.0に対応しました。 
※ESMPRO/AutomaticRunningContoller Ver5.5以降より、VMware ESXi 7.0u1およびVMware ESXi 8.0に対応しまし

た。 
※ESMPRO/AutomaticRunningContoller Ver5.6以降より、VMware ESX 9.0に対応しました。 
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2.1 ESMPRO/ACをインストールした物理マシン上のWindows管理サーバを制御端末とする場合 

Windows管理 
サーバ 

(制御端末) 

[実行環境] 
 ESMPRO/AC のバージョンにより、実行環境に必要なソフトウェアが異なります。詳細について

は、使用されているバージョンの ESMPRO/AutomaticRunningController セットアップカードを

参照してください。 

[電源制御ソフトウェア] 
・ ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.0 以降 
・ ESMPRO/AC Enterprise Ver5.0以降                       ※ 
・ ESMPRO/ACBlade 管理オプション Ver5.0～Ver5.3 
※電源制御ソフトウェアを仮想化ソフトウェア(VMware ESXi 7)の仮想マシン上にインストールす

る場合、ESMPRO/AC製品は、Ver5.2以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESX 9.0以降の場合、Ver5.6以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 8.0以降の場合、Ver5.5以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 7.0の場合、Ver5.34以降である必要があります。Ver5.3

には「ESMARC53-04-202006」以降のアップデートを適用してください。 
 
※ESMPRO/AutomaticRunningControllerの最新アップデートは以下から入手可能です。 
＜NEC サポートポータル＞ 

https://www.support.nec.co.jp/PSHome.aspx 
→修正情報・ダウンロード 
→キーワードで検索      検索キーワード： ESMPRO/AutomaticRunningController 

 
◎連動端末のライセンスについて 
管理対象のESXi/ESXサーバの台数分、下記ライセンスが必要です。 
(ESXi/ESXサーバの機種によってライセンスが異なります。) 
＜ESXi/ESXサーバがExpress5800/100シリーズの場合＞ 

ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver5.0以降 
＜ESXi/ESXサーバがExpress5800/Bladeサーバの場合＞ 

ESMPRO/ACBlade マルチサーバオプション Ver5.0～Ver5.3 

ESXi/ESX 
サーバ 

(連動端末) 

[電源管理が可能なESXi/ESXのバージョン] 
VMware ESXi 7.0/8.0 , VMware ESX 9.0 
※仮想サーバ、仮想マシンに、ESMPRO/AC製品は何もインストールしません。 
※ESXi/ESX サーバの電源制御を行う際、ESXi Hypervisor エディション等の無償版ライセ

ンス製品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス製品

をご利用ください。 
※ESXi/ESXサーバ上の各仮想マシンには、VMware Toolsをインストールしてください。 
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2.2 ESMPRO/ACをインストールした物理マシン上のWindows管理サーバを制御端末とする場合(VMware HA構

成) 
 
VMware HA構成においては、仮想マシンをシャットダウンならびに起動する方法として、大きく3種類あり

ます。 
方法1 ESMPRO/ACにて仮想マシンの順序シャットダウン／順序起動を行う 
方法2 仮想マシンのシャットダウン／起動を順不同で行う 
方法3 スクリプトファイルを用いて仮想マシンのシャットダウン／起動を行う 
 
上記種類の方法はESMPRO/ACのバージョンによっては利用できません。 
下記に対応表を記載します。○は利用可能。－は利用不可です。 
 
 ESMPRO/AC 

Ver5.0 
ESMPRO/AC 
Ver5.1～Ver5.32 

ESMPRO/AC 
Ver5.33～ 

方法1 － － ○※1 
方法2 － ○ ○ 
方法3 ○ ○ ○ 

 
※1 …ESMPRO/AC Ver5.3の場合、「ESMARC53-03-201910」以上のアップデート適用が必要です 
 
仮想マシンのシャットダウンならびに起動方式を選択可能な場合、仮想マシンの順序シャットダウンや順序起

動が不要な場合は上記「方法2」を、スクリプトファイルを作成して自力で仮想マシンのシャットダウンならび

に起動制御したい場合は上記「方法3」を、それ以外は上記「方法1」をご利用ください。 
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注意： 
Ver5.3の場合、本節に記載している本機能を使用するには「ESMARC53-03-201910」以上のアップデート適用が

必要です。 
 

VMware ESXi 7.0の場合、Ver5.3には「ESMARC53-04-202006」以上のアップデート適用が必要です。 
VMware ESXi 7.0 u1以降はVer5.5以降が必要です。 
VMware ESX 9.0以降はVer5.6以降が必要です。 

 

Windows管理 
サーバ 

(制御端末) 

スクリプトファイルを使うことなく仮想マシンを順番に停止（またはシャットダウン）およ

びESXi/ESXサーバのシャットダウンを行うことが可能です。 
  
[実行環境] 

   .NET Framework 4.5以降 
[電源制御ソフトウェア] 
・ ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.33 以降  
・ ESMPRO/AC Enterprise Ver5.33以降 

 
◎連動端末のライセンスについて 
管理対象のESXi/ESXサーバの台数分、下記ライセンスが必要です。 
(ESXi/ESXサーバの機種によってライセンスが異なります。) 
＜ESXi/ESXサーバがExpress5800/100シリーズの場合＞ 

ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver5.3以降 

ESXi/ESX 
サーバ 

(連動端末) 

[電源管理が可能なESXi/ESXのバージョン] 
VMware ESXi 7.0/8.0 , VMware ESX 9.0 
※仮想サーバ、仮想マシンに、ESMPRO/AC製品は何もインストールしません。 
※ESXi/ESX サーバの電源制御を行う際、ESXi/ESX Hypervisor エディション等の無償版ラ

イセンス製品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス

製品をご利用ください。 
※ESXi/ESXサーバ上の各仮想マシンには、VMware Toolsをインストールしてください。 
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Windows管理 
サーバ 

(制御端末) 

[実行環境] 
ESMPRO/AC のバージョンにより、実行環境に必要なソフトウェアが異なります。詳細について

は、使用されているバージョンのESMPRO/AutomaticRunningControllerセットアップカードを参

照してください。 

[電源制御ソフトウェア] 
・ ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.1以降 
・ ESMPRO/AC Enterprise Ver5.1以降                       ※ 
・ ESMPRO/ACBlade 管理オプション Ver5.1～Ver5.3 
 
※電源管理対象サーバがVMware ESX 9.0以降の場合、Ver5.6以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 8.0以降の場合、Ver5.5以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 7.0u1以降の場合、Ver5.5以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 7.0の場合、Ver5.34以降である必要があります。Ver5.3

には、「ESMARC53-04-202006」以降のアップデートを適用してください。 
 

◎連動端末のライセンスについて 
管理対象のESXi/ESXサーバの台数分、下記ライセンスが必要です。 
(ESXi/ESXサーバの機種によってライセンスが異なります。) 
＜ESXi/ESXサーバがExpress5800/100シリーズの場合＞ 

ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver5.1以降 
 

＜ESXi/ESXサーバがExpress5800/Bladeサーバの場合＞ 
ESMPRO/ACBlade マルチサーバオプション Ver5.1～Ver5.3 

ESXi/ESX 
サーバ 

(連動端末) 

[電源管理が可能なESXi/ESXのバージョン] 
VMware ESXi 7.0/8.0, VMware ESX 9.0 
 
※仮想サーバ、仮想マシンに、ESMPRO/AC製品は何もインストールしません。 
※ESXi/ESX サーバの電源制御を行う際、ESXi/ESX Hypervisor エディション等の無償版ラ

イセンス製品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス

製品をご利用ください。 
※ESXi/ESXサーバ上の各仮想マシンには、VMware Toolsをインストールしてください。 
※ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.3より、SigmaSystemCenterとの連携が可能にな

りましたが、上記は、SigmaSystemCenterと連携を行なう際も同様となります。 
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Windows管理 
サーバ 

(制御端末) 

VMware HA 構成の ESXi/ESX サーバを管理する場合、制御端末からコマンドまたはスクリ

プト等により、ネットワーク経由で対象となるESXi/ESXサーバのシャットダウンおよび仮

想マシンの自動シャットダウン／起動を行う必要があります。 
その際、Broadcom 社のサイトから必要なツールをダウンロード、インストールしてくださ

い。 
ここでは、VMware vSphere PowerCLIを使用する場合の例を記述します。 
 
[VMware vSphere PowerCLIを使用する場合] 

VMware vSphere PowerCLIは下記サイトからダウンロードし、インストールしてください。 
https://developer.broadcom.com/tools/vmware-powercli/latest 
 

※VMware vSphere PowerCLIのダウンロードには、ユーザ登録が必要です。 
※PowerCLIの使用条件などの詳細は、VMware vSphere PowerCLI Installation Guide、または

VMware vSphere PowerCLI User’s GuideなどBroadcom社が公開している情報を参照して

ください。 
※VMware vSphere PowerCLIのサポートOS情報については、上記サイトのRelease Notesの

記載内容、または VMware vSphere PowerCLI User’s Guide にて最新情報をご確認くださ

い。 
 

[実行環境] 
 ESMPRO/ACのバージョンにより、実行環境に必要なソフトウェアが異なります。詳細に

ついては、使用されているバージョンの ESMPRO/AutomaticRunningController セットアッ

プカードを参照してください。 
[電源制御ソフトウェア] 
・ ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.0以降 
・ ESMPRO/AC Enterprise Ver5.0以降 
・ ESMPRO/ACBlade 管理オプション Ver5.0～Ver5.3 
 
※電源管理対象サーバがVMware ESX 9.0以降の場合、Ver5.6以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 8.0以降の場合、Ver5.5以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 7.0u1以降の場合、Ver5.5以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 7.0の場合、Ver5.34以降である必要があります。Ver5.3

には、「ESMARC53-04-202006」以降のアップデートを適用してください。 
 
※ESMPRO/AutomaticRunningControllerの最新アップデートは以下から入手可能です。 
＜NEC サポートポータル＞ 

https://www.support.nec.co.jp/PSHome.aspx 
→修正情報・ダウンロード 
→キーワードで検索 
  検索キーワード： ESMPRO/AutomaticRunningController 

 
◎連動端末のライセンスについて 
管理対象のESXi/ESXサーバの台数分、下記ライセンスが必要です。 
(ESXi/ESXサーバの機種によってライセンスが異なります。) 
＜ESXi/ESXサーバがExpress5800/100シリーズの場合＞ 

ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver5.0以降 
＜ESXi/ESXサーバがExpress5800/Bladeサーバの場合＞ 

ESMPRO/ACBlade マルチサーバオプション Ver5.0～Ver5.3 

http://www.vmware.com/support/developer/viperltoolkit/viperl16/doc/viperl_install.pdf
https://developer.broadcom.com/tools/vmware-powercli/latest
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ESXi/ESX 
サーバ 

(連動端末) 

[電源管理が可能なESXi/ESXのバージョン] 
VMware ESXi 7.0/8.0, VMware ESX 9.0 
 
※仮想サーバ、仮想マシンに、ESMPRO/AC製品は何もインストールしません。 
※ESXi/ESX サーバの電源制御を行う際、ESXi/ESX Hypervisor エディション等の無償版ラ

イセンス製品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス

製品をご利用ください。 
※ESXi/ESXサーバ上の各仮想マシンには、VMware Toolsをインストールしてください。 
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2.3 ESMPRO/ACをインストールした物理マシン上のWindows管理サーバを制御端末とする場合( VMware Virtual 
SAN構成) 

 
VMware Virtual SAN構成においては、仮想マシンをシャットダウンならびに起動する方法として、大きく3
種類あります。 
方法1 ESMPRO/ACにて仮想マシンの順序シャットダウン／順序起動を行う 
方法2 SigmaSystemCenterと連携することで仮想マシンのシャットダウン／起動を行う 
方法3 スクリプトファイルを用いて仮想マシンのシャットダウン／起動を行う 
 
ESMPRO/ACのバージョンによっては利用できない方法があります。 
下記に対応表を記載します。○は利用可能。－は利用不可です。 
 
 ESMPRO/AC 

Ver5.1～Ver5.3 
ESMPRO/AC 
Ver5.31～Ver5.32 

ESMPRO/AC 
Ver5.33～ 

方法1 － － ○※1 
方法2 － ○ ○ 
方法3 ○ ○ ○ 

 
※1 …ESMPRO/AC Ver5.3では「ESMARC53-03-201910」以上のアップデート適用が必要です。 
 
仮想マシンのシャットダウンならびに起動方式を選択可能な場合、SigmaSystemCenter と連携したい場合は

上記「方法2」を、スクリプトファイルを作成して自力で仮想マシンのシャットダウンならびに起動制御したい

場合は上記「方法3」を、それ以外は上記「方法1」をご利用ください。 
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注意： 
Ver5.3の場合、本節に記載している本機能は「ESMARC53-03-201910」以上のアップデート適用が必要です。 

 

VMware ESXi 7.0の場合、Ver5.3には「ESMARC53-04-202006」以上のアップデート適用が必要です。 
VMware ESXi 7.0 u1以降はVer5.5以降が必要です。 
VMware ESX 9.0以降はVer5.6以降が必要です。 

 

Windows管理 
サーバ 

(制御端末) 

SigmaSystemCenter との連携なしに、またコマンドやスクリプトを使うことなく仮想マシン

を順番に停止（またはシャットダウン）およびESXi/ESXサーバのシャットダウンを行うこ

とが可能です。 
  
[実行環境] 

   .NET Framework 4.5以降 
[電源制御ソフトウェア] 
・ ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.33 以降  
・ ESMPRO/AC Enterprise Ver5.33以降 

 
◎連動端末のライセンスについて 
管理対象のESXi/ESXサーバの台数分、下記ライセンスが必要です。 
(ESXi/ESXサーバの機種によってライセンスが異なります。) 
＜ESXi/ESXサーバがExpress5800/100シリーズの場合＞ 

ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver5.3以降 

ESXi/ESX 
サーバ 

(連動端末) 

[電源管理が可能なESXi/ESXのバージョン] 
VMware ESXi 7.0/8.0, VMware ESX 9.0 
※仮想サーバ、仮想マシンに、ESMPRO/AC製品は何もインストールしません。 
※ESXi/ESX サーバの電源制御を行う際、ESXi/ESX Hypervisor エディション等の無償版ラ

イセンス製品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス

製品をご利用ください。 
※ESXi/ESXサーバ上の各仮想マシンには、VMware Toolsをインストールしてください。 
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Windows管理 
サーバ 

(制御端末) 

VMware Virtual SAN構成のESXi/ESXサーバを管理する場合、SigmaSystemCenterと連携する

ことで、仮想マシンを順番に停止（またはシャットダウン）およびESXi/ESXサーバのシャ

ットダウンを行うことが可能です。 
  
[実行環境] 

ESMPRO/AC のバージョンにより、実行環境に必要なソフトウェアが異なります。詳細について

は、使用されているバージョンのESMPRO/AutomaticRunningControllerセットアップカードを参

照してください。 

 [SigmaSystemCenter] 
・ WebSAM SigmaSystemCenter 3.7 以降 

[電源制御ソフトウェア] 
・ ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.31 以降  
・ ESMPRO/AC Enterprise Ver5.31以降                      ※ 

 
※電源管理対象サーバがVMware ESX 9.0以降の場合、Ver5.6以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 8.0以降の場合、Ver5.5以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 7.0u1以降の場合、Ver5.5以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 7.0の場合、Ver5.34以降である必要があります。Ver5.3

には、「ESMARC53-04-202006」以降のアップデートを適用してください。 
※電源管理対象サーバが VMware ESXi 6.7 以降の場合、Ver5.32 以降である必要があります。

Ver5.3には、「ESMARC53-02-201807」以降のアップデートを適用してください。 
 
◎連動端末のライセンスについて 
管理対象のESXi/ESXサーバの台数分、下記ライセンスが必要です。 
(ESXi/ESXサーバの機種によってライセンスが異なります。) 
＜ESXi/ESXサーバがExpress5800/100シリーズの場合＞ 

ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver5.31以降 

ESXi/ESX 
サーバ 

(連動端末) 

[電源管理が可能なESXi/ESXのバージョン] 
VMware ESXi 6.0/6.5/6.7/7.0/8.0, VMware ESX 9.0 
※仮想サーバ、仮想マシンに、ESMPRO/AC製品は何もインストールしません。 
※ESXi/ESX サーバの電源制御を行う際、ESXi/ESX Hypervisor エディション等の無償版ラ

イセンス製品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス

製品をご利用ください。 
※ESXi/ESXサーバ上の各仮想マシンには、VMware Toolsをインストールしてください。 
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Windows管理 
サーバ 

(制御端末) 

VMware Virtual SAN構成のESXi/ESXサーバを管理する場合、制御端末からコマンドまたは

スクリプト等により、ネットワーク経由で vCenter にアクセスし対象となる仮想マシンの停

止（またはシャットダウン）およびESXi/ESX サーバのシャットダウンを行う必要がありま

す。その際、Broadcom社のサイトから必要なツールをダウンロード、インストールしてくだ

さい。 
 
VMware Virtual SAN構成ではvCenterへのアクセス方法としてVMware vSphere PowerCLIを
使用するものとします。 
 
[VMware vSphere PowerCLIの入手方法] 

VMware vSphere PowerCLIは下記サイトからダウンロードし、インストールしてください。 
https://developer.broadcom.com/tools/vmware-powercli/latest 
 

※VMware vSphere PowerCLIのダウンロードには、ユーザ登録が必要です。 
※PowerCLIの使用条件などの詳細は、VMware vSphere PowerCLI Installation Guide、または

VMware vSphere PowerCLI User’s GuideなどBroadcom社が公開している情報を参照して

ください。 
※VMware vSphere PowerCLIのサポートOS情報については、上記サイトのRelease Notesの

記載内容、または VMware vSphere PowerCLI User’s Guide にて最新情報をご確認くださ

い。 
 

[実行環境]  
ESMPRO/AC のバージョンにより、実行環境に必要なソフトウェアが異なります。詳細について

は、使用されているバージョンのESMPRO/AutomaticRunningControllerセットアップカードを参

照してください。 

[電源制御ソフトウェア] 
・ ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.1以降 
・ ESMPRO/AC Enterprise Ver5.1以降 
・ ESMPRO/ACBlade 管理オプション Ver5.1～Ver5.3 

 
※電源管理対象サーバがVMware ESX 9.0以降の場合、Ver5.6以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 8.0以降の場合、Ver5.5以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 7.0u1以降の場合、Ver5.5以降である必要があります。 
※電源管理対象サーバがVMware ESXi 7.0の場合、Ver5.34以降である必要があります。Ver5.3

には、「ESMARC53-04-202006」以降のアップデートを適用してください。 
 
※ESMPRO/AutomaticRunningControllerの最新アップデートは以下から入手可能です。 
＜NEC サポートポータル＞ 

https://www.support.nec.co.jp/PSHome.aspx 
→修正情報・ダウンロード 
→キーワードで検索 
  検索キーワード： ESMPRO/AutomaticRunningController 

◎連動端末のライセンスについて 
管理対象のESXi/ESXサーバの台数分、下記ライセンスが必要です。 
(ESXi/ESXサーバの機種によってライセンスが異なります。) 
＜ESXi/ESXサーバがExpress5800/100シリーズの場合＞ 

ESMPRO/AC Enterprise マルチサーバオプション Ver5.1以降 

http://www.vmware.com/support/developer/viperltoolkit/viperl16/doc/viperl_install.pdf
https://developer.broadcom.com/tools/vmware-powercli/latest
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＜ESXi/ESXサーバがExpress5800/Bladeサーバの場合＞ 

ESMPRO/ACBlade マルチサーバオプション Ver5.1～Ver5.3 
 

ESXi/ESX 
サーバ 

(連動端末) 

[電源管理が可能なESXi/ESXのバージョン] 
VMware ESXi 7.0/8.0, VMware ESX 9.0 

 
※仮想サーバ、仮想マシンに、ESMPRO/AC製品は何もインストールしません。 
※ESXi/ESXサーバの電源制御を行う際、ESXi /ESX Hypervisor エディション等の無償版ラ

イセンス製品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス

製品をご利用ください。 
※本電源制御にはvCenterが必須です。 
※ESXi/ESXサーバ上の各仮想マシンには、VMware Toolsをインストールしてください。 
※デフォルトでは仮想マシンはシャットダウンされず停止（強制パワーオフ）となります。

これは仮想マシンを確実にパワーオフさせるためです。設定変更により仮想マシンの停

止方法をシャットダウンにすることも可能ですが、この場合は確実に仮想マシンがシャ

ットダウンされるように運用ください。 
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2.4 SigmaSystemCenter/電源管理基本パックをインストールした物理マシン上のWindows管理サーバを制御端末と

する場合 
 

Windows管理 
サーバ 

(制御端末) 

[実行環境] 
・管理サーバ上に、SigmaSystemCenter Ver.2.1以降 がインストールされている必要が 
あります。 

・.NET Frameworkがインストールされている必要があります。 
＜Windows Server 2012 R2/ Windows Server 2012/ Windows Server 2008 R2 SP1の場合＞ 

.NET Framework 3.5 Service Pack1 
 
[電源制御ソフトウェア] 

SigmaSystemCenter/電源管理基本パック Ver.2.1 
 
※電源管理対象サーバが VMware ESXi 6.0の場合、「SSCARC-021-00c」以降のアップデー

ト適用が必要です。 
※電源管理対象サーバが VMware ESXi 6.5の場合、「SSCARC-021-00d」以降のアップデー

ト適用が必要です。 
 
※SigmaSystemCenter/電源管理基本パックの最新アップデートは以下から入手可能です。 
＜NEC サポートポータル＞ 

https://www.support.nec.co.jp/PSHome.aspx 
→修正情報・ダウンロード 
→キーワードで検索 
検索キーワード：SigmaSystemCenter/電源管理基本パック 

 
◎連動端末のライセンスについて 
管理対象の ESXi サーバの台数分、SigmaSystemCenter/電源管理基本パック Ver.2.1 の追加

ライセンスが必要です。 
・SigmaSystemCenter/電源管理基本パック Ver.2.1   1サーバ追加ライセンス 
・SigmaSystemCenter/電源管理基本パック Ver.2.1  10サーバ追加ライセンス 
・SigmaSystemCenter/電源管理基本パック Ver.2.1  50サーバ追加ライセンス 

 

ESXi 
サーバ 

(連動端末) 

[電源管理が可能なESXiのバージョン] 
VMware ESXi 6.0/6.5 
 
※ESXiサーバの電源制御を行う際、ESXi Hypervisor エディション等の無償版ライセンス 
製品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス製品をご

利用ください。 
※ESXiサーバ上の各仮想マシンには、VMware Toolsをインストールしてください。 
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2.5 ESMPRO/AC Lite for VMwareをインストールしたvMAマシンを制御端末とする場合 
 

ESXiサーバ 
 (制御端末) 

[実行環境] 
・ESXiサーバとUPSの接続が1対1の構成のみサポートしています。 
・ESXiサーバ上に管理用仮想マシン「vMA」が導入されている必要があります。 
  (vMAはBroadcom社のWebページからダウンロードしてください。) 

 
[電源制御ソフトウェア] 

ESMPRO/AC Lite for VMware Ver1.0 
 

[電源管理が可能なESXiのバージョン] 
VMware ESXi 6.0/6.5 
VMware vSphere Management Assistant 6.0.0.0/6.0.0.1/ 6.5.0.0 

 ESXiとVMware vSphere Management Assistantは、以下の組み合わせのみの対応にな

ります。 
VMware ESXi 6.0 / VMware vSphere Management Assistant 6.0 
VMware ESXi 6.5 / VMware vSphere Management Assistant 6.5 

 
※ESXiサーバの電源制御を行う際、ESXi Hypervisor エディション等の無償版ライセンス製

品では、電源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス製品をご利

用ください。 
※ESXiサーバ上の管理用仮想マシン「vMA」を除く、他の各仮想マシンには、VMware Tools
をインストールしてください。 
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3.  ESXi/ESXサーバ環境の電源管理システム構成例  

3.1 ESMPRO/ACを使用する場合の構成例（VMware HA構成でない場合） 
 
■ESXi/ESXサーバがExpress5800/100シリーズの場合（物理マシン上のWindows管理サーバからの電源管理） 

 
 

 

■ESXi/ESXサーバがExpress5800/100シリーズの場合（Windows仮想マシン上からの電源管理） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

Smart-UPS 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Linux 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

物理マシン上のWindows管理サーバ 

ESMPRO/AutomaticRunningController  

ESMPRO/AC Enterprise 

をインストールする 

連動端末 制御端末 

SNMPカード搭載 

Smart-UPS 

SNMPカード搭載 

Smart-UPS SNMPカード搭載 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

（制御端末） 

仮想サーバおよびその他の仮想マシンには、 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしません 

ESMPRO/AutomaticRunningController  

ESMPRO/AC Enterprise 

をインストールする 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

Windows 

仮想サーバおよびその他の仮想マシンには、

ESMPRO/AC製品は何もインストールしません 

制御端末 

VMware ESXi/ESX サーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

VMware ESXi/ESX サーバ 

(Express5800/100シリーズ) 
連動端末 

Smart-UPS SNMPカード搭載 

※ VMware HA で構成された

ESXi/ESX サーバ上の Windows 仮

想マシンに ESMPRO/AC をインス

トールする運用はサポートしてい

ません。 
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ESXiサーバ 

(Express5800/Bladeサーバ) 

Smart-UPS 
SNMPカード搭載 

ESXiサーバ 

(Express5800/Bladeサーバ) 

SNMPカード搭載 Smart-UPS 

 
■ESXiサーバがExpress5800/Bladeサーバの場合（物理マシン上のWindows管理サーバからの電源管理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ESXiサーバがExpress5800/Bladeサーバの場合（Windows仮想マシン上からの電源管理） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Linux 

ESMPRO/AutomaticRunningController 

ESMPRO/AC Enterprise 

ESMPRO/ACBlade管理オプション 

をインストールする 

物理マシン上のWindows管理サーバ 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

Smart-UPS SNMPカード搭載 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

（制御端末） 

仮想サーバおよびその他の仮想マシンには、 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしません 

ESMPRO/AutomaticRunningController  

ESMPRO/AC Enterprise 

ESMPRO/ACBlade管理オプション 

をインストールする 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

Windows 

別 CPU ブレードの仮想サーバおよびその他の仮想マシン

には、ESMPRO/AC製品は何もインストールしません 

※VMware HAで構成されたESXiサーバ

上のWindows仮想マシンにESMPRO/AC

をインストールする運用はサポートして

いません。 

 

制御端末 
連動端末 

制御端末 

Express5800//Blade サーバの出荷停止に

伴い、ESMPRO/ACBlade管理オプション

の最終バージョンはVer5.3となります。 

Express5800//Bladeサーバの出荷停止に伴い、ESMPRO/ACBlade管理オプションの

最終バージョンはVer5.3となります。 
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3.2 ESMPRO/ACを使用する場合の構成例（VMware HA構成の場合） 
 
■物理マシン上のWindows管理サーバからの電源管理 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

共有ディスク 
 

VMware HA構成 
 

Smart-UPS 
SNMPカード搭載 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Linux 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Linux 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

Smart-UPS 
SNMPカード搭載 

ESMPRO/AutomaticRunningController 

ESMPRO/AC Enterprise 

をインストールします。 

ESMPRO/AC Ver5.0以前の場合、 

VMware vSphere PowerCLI もインストールします。 

 

物理マシン上のWindows管理サーバ 
Smart-UPS 

SNMPカード搭載 

連動端末 連動端末 

制御端末 

Smart-UPS 

SNMPカード搭載 
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■Windows仮想マシン上からの電源管理 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

共有ディスク 
 

VMware HA構成 
 

Smart-UPS 
SNMPカード搭載 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Linux 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Linux 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

Smart-UPS 
SNMPカード搭載 

連動端末 連動端末 

Smart-UPS 

SNMPカード搭載 

Smart-UPS 

SNMPカード搭載 VMware ESXi/ESX サーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想サーバおよびその他の仮想マシンには、ESMPRO/AC製品

は何もインストールしない 

ESMPRO/AutomaticRunningController  

ESMPRO/AC Enterprise 

をインストールする 

制御端末 

※VMware HAで構成されたESXi/ESXサ

ーバ上の Windows 仮想マシンに

ESMPRO/AC をインストールする運用は

サポートしていません。 
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3.3 ESMPRO/ACを使用する場合の構成例（VMware Virtual SAN構成の場合） 
 
■物理マシン上のWindows管理サーバからの電源管理 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Windows仮想マシン上からの電源管理 
 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

・・・ 

VMware Virtual SAN構成 
 

Smart-UPS 

SNMPカード搭載 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

Smart-UPS 
SNMPカード搭載 

ESMPRO/AutomaticRunningController 

ESMPRO/AC Enterprise 

コマンドやスクリプトファイルを用いて仮想マシンの 

シャットダウンならびに起動を行う場合には、 

VMware vSphere PowerCLI もインストールします。 

 

物理マシン上のWindows管理サーバ 
Smart-UPS 

SNMPカード搭載 
制御端末 

連動端末 連動端末 
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ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

・・・ 

VMware Virtual SAN構成 
 

Smart-UPS 

SNMPカード搭載 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

Smart-UPS 
SNMPカード搭載 

連動端末 連動端末 

Smart-UPS 

SNMPカード搭載 VMware ESXi/ESX サーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想サーバおよびその他の仮想マシンには、ESMPRO/AC製品

は何もインストールしない 

ESMPRO/AutomaticRunningController  

ESMPRO/AC Enterprise 

をインストールする 

制御端末 

※VMware HAで構成されたESXi/ESXサ

ーバ上の Windows 仮想マシンに

ESMPRO/AC をインストールする運用は

サポートしていません。 
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3.4 SigmaSystemCenter/電源管理基本パックを使用する場合 
 
 
 
 

  

ESXiサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Linux 

 

SigmaSystemCenter/電源管理基本パック 

をインストールする 

 物理マシン上のWindows管理サーバ 

Smart-UPS 
SNMPカード搭載 

仮想サーバ、仮想マシンともに 

ESMPRO/AC製品は何もインストールしない 

Smart-UPS SNMPカード搭載 

制御端末 連動端末 
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3.5 ESMPRO/AC Lite for VMwareを使用する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
・  

Smart-UPS SNMPカード搭載 

VMware ESXi サーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

vMA 

（制御端末） 

ESMPRO/AC Lite for VMware は、管理

用仮想マシンvMA上へインストール 
仮想サーバ(ESXi)およびその他の仮想マシン

には、インストールしません 

制御端末 
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4.  ESXi/ESXサーバの設定方法 
 

4.1 仮想マシンの自動起動／シャットダウン設定 
 

ESXi/ESXサーバがクラスタ構成(VMware HA構成／VMware Virtual SAN構成) でない場合は、vSphere Client等の

「仮想マシンの起動およびシャットダウン」の画面で、仮想マシンの起動およびシャットダウンの設定を行って

ください。 
 
※ESMPRO/AC Lite for VMwareによる電源管理を行う場合、管理用仮想マシンvMAはESXiサーバのシャットダ

ウン、起動に連動するように設定してください。 
 

※下記はvSphere Clientの画面の例です。 
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4.2 スクリプトファイルの作成（VMware HA構成の場合） 
 

VMware HA構成では、VMwareの機能として提供されている仮想サーバに連動し仮想マシンを起動・シャットダウ

ンする機能が使用できません。このため下記いずれかの条件が成立する場合、物理マシン上のWindows 管理サーバ

(制御端末)上のESMPRO/ACのジョブ機能を利用し、制御端末がシャットダウン・起動するタイミングで、専用スク

リプトファイルによってVMware HA構成の停止・起動をする必要があります。 
 
【条件】 

① ESMPRO/AC のバージョンがVer5.0以前の場合 
② ESMPRO/AC のバージョンはVer5.1以上であるが、 
    スクリプトファイルを用いて自力で明示的に仮想マシンの起動／シャットダウンを制御したい場合 
 

※以降の作業は、VMware HA構成を持ちかつ上記①②のいずれかに合致する場合のみ実施してください。 
 

（1） 事前準備 
 
仮想マシンの起動・シャットダウンを行うためのサンプルスクリプトファイルを下記にて公開しています。 

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 
 

上記より、ダウンロードしたサンプルスクリプトファイル(esxi_vmvms_start_stop.zip)を解凍し、Windows管理サ

ーバ上の適当なフォルダにコピーしてください。  
サンプルスクリプトファイルでは、以下のフォルダを使用しています。  

C:¥Program Files (x86)¥VMware¥Infrastructure¥vSphere PowerCLI 
 
メモ帳などのテキストエディタでサンプルスクリプトファイルを開き、コメント欄に記載された内容を参考に

カスタマイズを行ってください。 
 
サンプルスクリプトファイルのサポートおよび問い合わせ対応は行っておりません。 

 
（2） サンプルスクリプトファイルの構成 
 

公開しているサンプルスクリプトファイル(バッチファイルおよび Windows PowerShell スクリプトファイル)の
構成は以下です。 
 

【ファイルの拡張子】 
*.bat（バッチファイル） 
*.ps1（Windows PowerShellスクリプトファイル） 

 
【ファイルの説明】 

ファイル名は任意です。シャットダウン対象および仮想マシンの起動を行う仮想サーバが複数ある 
場合は、仮想サーバごとにバッチファイルおよび Windows PowerShell スクリプトファイルがセットで

必要です。 
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＜シャットダウン用サンプルスクリプトファイル＞ 
vmvms1_stop.bat …… 稼動中の仮想マシンのシャットダウンおよび仮想サーバ(172.16.1.1)のシャット

ダウンを行うWindows PowerShellスクリプトを呼び出すためのバッチファイル 
vmvms1_stop.ps1 …… 稼動中の仮想マシンのシャットダウンおよび仮想サーバ(172.16.1.1)のシャット

ダウンを行うWindows PowerShellスクリプトファイル 
vmvms2_stop.bat …… 稼動中の仮想マシンのシャットダウンおよび仮想サーバ(172.16.1.2)のシャット

ダウンを行うWindows PowerShellスクリプトを呼び出すためのバッチファイル 
vmvms2_stop.ps1 …… 稼動中の仮想マシンのシャットダウンおよび仮想サーバ(172.16.1.2)のシャット

ダウンを行うWindows PowerShellスクリプトファイル 
 

＜起動用サンプルスクリプトファイル＞ 
all_vm_start.bat  …… 全仮想サーバ起動用バッチファイル 
vm1_start.bat    …… 仮想サーバ(172.16.1.1)の稼動確認およびWindows PowerShellスクリプトを呼び出す

ためのバッチファイル 
vm1_start.ps1    …… 仮想サーバ(172.16.1.1)の仮想マシンを立ち上げるためのWindows PowerShell 

スクリプトファイル 
vm2_start.bat    …… 仮想サーバ(172.16.1.2)の稼動確認および Windows PowerShellスクリプトを呼び出す

ためのバッチファイル 
vm2_start.ps1    …… 仮想サーバ(172.16.1.2)の仮想マシンを立ち上げるためのWindows PowerShell 

スクリプトファイル 
 

（3） シャットダウン用スクリプトファイルの作成および登録 

 

公開しているサンプルスクリプトファイルに記載のコメントを参照し、お客様の環境に合ったバッチファイルお

よびWindows PowerShellスクリプトファイルを作成してください。 
作成後、ESMPRO/AC GUIの電源切断時(切断時および電源異常切断時)のジョブ起動にvmvms1_stop.batおよび

vmvms2_stop.batを登録してください。 
 

（4） 起動用スクリプトファイルの作成および登録 
 
公開しているサンプルスクリプトファイルに記載のコメントを参照し、お客様の環境に合ったバッチファイルお

よびWindows PowerShellスクリプトファイルを作成してください。 
作成後、ESMPRO/AC GUIの電源投入時のジョブ起動に all_vm_start.batを登録してください。 
 

  



 30 

4.3 スクリプトファイルの作成（VMware Virtual SAN構成の場合） 
 

VMware Virtual SAN 構成では、VMware Virtual SAN で推奨される方式により、システムを停止・起動する必要がありま

す。このため下記いずれかの条件が成立する場合、物理マシン上の Windows 管理サーバ(制御端末)上の

ESMPRO/AC のジョブ機能を利用し、制御端末がシャットダウン・起動するタイミングで、専用スクリプトファイルによって

VMware Virtual SAN構成の停止・起動をする必要があります。 
 
【条件】 

① ESMPRO/AC のバージョンがVer5.3以前の場合 
② ESMPRO/AC のバージョンはVer5.31以上であるが、 
    スクリプトファイルを用いて自力で明示的に起動／シャットダウンを制御したい場合 
  

※以降の作業は、VMware Virtual SAN構成を持ちかつ上記①②のいずれかに合致する場合のみ実施してください。 
 
ESMPRO/ACのジョブ機能への登録手順については、「5.3  ESMPRO/ACを使用する場合（VMware Virtual SAN 構

成の場合）」－「（4）ESMPRO/AC GUIの設定」を参照してください。 
 
 

（1） 事前準備 
 
仮想マシンの停止（またはシャットダウン）およびESXi/ESXサーバのシャットダウンを行うためのサンプルス

クリプトファイルを下記にて公開しています。 
https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ac_download.html 

 
上記より、ダウンロードしたサンプルスクリプトファイル(esxi_vsan_start_stop.zip)を解凍し、物理マシン上の

Windows管理サーバ上の適当なフォルダにコピーしてください。 
サンプルスクリプトファイルでは、以下のフォルダを使用しています。 

C:¥Program Files (x86)¥VMware¥Infrastructure¥vSphere PowerCLI 
 
メモ帳などのテキストエディタでサンプルスクリプトファイルを開き、コメント欄に記載された内容を参考に

カスタマイズを行ってください。 
 
【利用する前提条件】 
本スクリプトを使用するにあたり、以下の条件を満たす必要があります。 
・vCenterが利用可能であり、vCenterへの接続ができること。 
  - vCenterへの接続ができない場合、本スクリプトは動作しません。 
  - この要件を満たすため、必要に応じてESMPRO/ACとvCenterの同居も検討してください。 
・スクリプトを動作させるマシン（ESMPRO/ACが動作しているマシン）上にVMware vSphere PowerCLIがイ

ンストールされていること。 
・Horizon Viewを利用している環境の場合、このスクリプトを動作させるマシンからHorizon Viewが動作して

いるマシンに対し、Windows PowerShellによるリモート接続が可能なこと。 
    Enter-PSSession等で接続可能なこと。 
 
※サンプルスクリプトファイルのサポートおよび問い合わせ対応は行っておりません。 
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（2） サンプルスクリプトファイルの構成 
 
公開しているサンプルスクリプトファイル(バッチファイルおよび Windows PowerShell スクリプトファイル)の
構成は以下です。 
 

【ファイルの拡張子】 
*.bat（バッチファイル） 
*.ps1（Windows PowerShellスクリプトファイル） 

 
【ファイルの説明】 

ファイル名は任意です。 
 

＜シャットダウン用サンプルスクリプトファイル＞ 
Stop-VsanCluster.bat VSAN 上で稼動中の仮想マシンの停止（またはシャットダウン）および

ESXi/ESXサーバのシャットダウンを行い、Horizon View環境がある場合は、適

切なデスクトッププールを無効化するWindows PowerShellスクリプトを呼び出

すためのバッチファイル 
Stop-VsanCluster.ps1 VSAN 上で稼動中の仮想マシンの停止（またはシャットダウン）および

ESXi/ESXサーバのシャットダウンを行い、Horizon View環境がある場合は、適

切なデスクトッププールを無効化するWindows PowerShellスクリプトファイル 
 

＜起動用サンプルスクリプトファイル＞ 
Start-VsanCluster.bat ESXi/ESXサーバの起動を確認しメンテナスモードの解除を行い、Horizon View環

境がある場合は適切なデスクトッププールを有効化するWindows PowerShell スクリ

プトを呼び出すためのバッチファイル 
Start-VsanCluster.ps1 ESXi/ESXサーバの起動を確認しメンテナスモードの解除を行い、Horizon View環

境がある場合は適切なデスクトッププールを有効化するWindows PowerShell スクリ

プトファイル 
※仮想マシンの起動は行われません。 

 

（3） シャットダウン用スクリプトファイルの作成および登録 

 

公開しているサンプルスクリプトファイルに記載のコメントを参照し、お客様の環境に合ったバッチファイルお

よびWindows PowerShellスクリプトファイルを作成してください。 
作成後、ESMPRO/AC GUI の電源切断時(切断時および電源異常切断時)のジョブ起動に Stop-VsanCluster.bat を
登録してください。 

 

（4） 起動用スクリプトファイルの作成および登録 
 
公開しているサンプルスクリプトファイルに記載のコメントを参照し、お客様の環境に合ったバッチファイルお

よびWindows PowerShellスクリプトファイルを作成してください。 
作成後、ESMPRO/AC GUIの電源投入時のジョブ起動にStart-VsanCluster.batを登録してください。 
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5.  ESMPRO/AC の設定方法 

5.1 ESMPRO/ACを使用する場合 
 

（1） AC Management Consoleの設定（ツリー構成の設定） 
物理マシン上のWindows管理サーバからESXi/ESXサーバを管理する場合とESXi/ESXサーバのWindows仮想

マシン上にインストールしたESMPRO/AC からESXi/ESX サーバを管理する場合では、ツリー構成は異なりま

す。 
 
■物理マシン上のWindows管理サーバからESXi/ESXサーバを管理 
以下のように、各サーバとUPSをそれぞれ意識したツリーを構成してください。 

 

■ESXi/ESXサーバのWindows仮想マシン上にインストールしたESMPRO/ACからESXi/ESXサーバを管理 
以下のように、ESXi/ESX サーバのWindows 仮想マシンとESXi/ESX サーバが使用するUPS を電源制御グル

ープに登録してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Windows管理サーバのUPS 

Windows管理サーバ 

ESXi/ESXサーバのUPS 

ESXi/ESXサーバ 

ESXi/ESXサーバのUPS 

Windows仮想マシン 
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（2） AC Management Consoleの設定（制御端末の設定） 
物理マシン上のWindows管理サーバ上にインストールしたESMPRO/ACからESXi/ESXサーバを管理する場合

とESXi/ESXサーバのWindows仮想マシン上にインストールしたESMPRO/ACからESXi/ESXサーバを管理す

る場合では、制御端末の設定方法は異なります。詳細は、ESMPRO/AC Enterpriseのセットアップカードを参照

してください。 
 
■物理マシン上のWindows管理サーバ上にインストールしたESMPRO/ACからESXi/ESXサーバを管理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①サーバ種別：「Windowsサーバ」を選択してください。 
②名称：Windowsサーバのコンピュータ名を登録してください。 
③IP address：Windowsサーバの IPアドレスを登録してください。 

  

② 

③ 

① 
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■ESXi/ESXサーバのWindows仮想マシン上にインストールしたESMPRO/ACからESXi/ESXサーバを管理 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①サーバ種別：「Windowsサーバ(ESXiサーバ上の仮想マシン)」を選択してください。 
②名称：ESXi/ESXサーバ上に構築したWindows仮想マシンのコンピュータ名を登録してください。 
③IP address：ESXi/ESXサーバ上に構築したWindows仮想マシンの IPアドレスを登録してください。 
「ESXiサーバ」 
④名称：ESXi/ESXサーバの名称を正確に登録してください。 

(大文字／小文字も区別して入力してください。) 
⑤ドメイン：ドメイン名つきの情報 (例:esx-sv.localdomain)となっている場合、対象サーバのドメイン名の情報

(例:localdomain)を登録してください。 
登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
(ドメイン名が設定されていない場合、入力不要です。) 

⑥IP address：ESXi/ESXサーバの IPアドレスを登録してください。 
⑦ユーザ名／パスワード：ESXi/ESXサーバへ接続するためのユーザ名、パスワードを入力してください。 

登録するユーザ名は、rootアカウントまたは rootアカウントと同等の権限を持つユ

ーザアカウントを設定してください。  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 
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≪「サーバへの接続確認」ボタンについて≫ 
サーバ種別が「Windowsサーバ(ESXiサーバ上の仮想マシン)」の場合、ユーザ名、

パスワードに設定した情報で対象サーバとのアクセス確認が可能です。運用前に

本機能を利用して接続確認を行われることを推奨します。 
 

（3） AC Management Consoleの設定（連動端末の設定） 
登録するサーバの種類（Express5800/100シリーズ、Express5800/Bladeサーバ）や製品バージョンにより、連動

端末の設定方法は異なります。詳細は、ESMPRO/AC EnterpriseやESMPR/ACBlade管理オプションのセットア

ップカードを参照してください。 
 
＜Express5800/100シリーズの場合＞ 

  

① 

② 

③ 
④ 
⑤ 

 

⑥ 
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① サーバ種別：「ESXiサーバ」を選択してください。 
②名称：ESXi/ESXサーバのコンピュータ名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
③ドメイン：ESXi/ESXサーバのドメイン名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
④IP address：ESXi/ESXサーバの IPアドレスを登録してください。 
⑤ユーザ名／パスワード：ESXi/ESXサーバへアクセスするためのユーザ名／パスワードを登録してください。 

登録するユーザ名は、root アカウントまたは root アカウントと同等の権限を持つユ

ーザアカウントを登録してください。 
≪「サーバへの接続確認」ボタンについて≫ 
登録したユーザ名、パスワードを使用してESXi/ESXサーバへの接続確認を行うことがで

きます。登録したユーザ名、パスワードに誤り等がある場合、ESXi/ESXサーバへのシャッ

トダウン指示が失敗しますので、本機能を利用して事前に接続確認を行っていただくこと

を推奨します。 
⑥シャットダウン待ち合わせ時間：連動端末が停電によるシャットダウンを実行する際、複数台の連動端末間

でシャットダウン実行タイミングの順序制御が必要な場合に設定します。 
＜Express5800/Bladeサーバの場合＞ 

 
①位置情報：ラック番号、ブレード収納ユニット番号、スロット番号を入力してください。 

※初期セットアップ時は初期値のままになっているため、必ず正しい番号を設定してください。 
②サーバ種別：「ESXiサーバ」を選択してください。 
③名称、ドメイン名：ESXi/ESXサーバのコンピュータ名およびドメイン名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 

① 

② 
③ 

④ 
⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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④IP address：ESXi/ESXサーバの IPアドレスを登録してください。 
⑤ユーザ名／パスワード：ESXi/ESXサーバへアクセスするためのユーザ名／パスワードを登録してください。 

登録するユーザ名は、rootアカウントまたは rootアカウントと同等の権限を持つユ

ーザアカウントを登録してください。 
≪「サーバへの接続確認」ボタンについて≫ 

登録したユーザ名、パスワードを使用してESXi/ESXサーバへの接続確認を行うことができます。 
登録したユーザ名、パスワードに誤り等がある場合、ESXi/ESXサーバへのシャットダウン指示が失 
敗しますので、本機能を利用して事前に接続確認を行っていただくことを推奨します。 

⑥MAC address：ESXi/ESXサーバのMACアドレスを登録してください。 
(Wake On Lanによるリモート起動を行うために使用します。) 

⑦シャットダウン待ち合わせ時間：連動端末が停電によるシャットダウンを実行する際、複数台の連動端末間

でシャットダウン実行タイミングの順序制御が必要な場合に設定します。 
⑧リモート起動情報 IP address1、SubNetMask：ESXi/ESXサーバの IPアドレスとサブネットマスクを入力して

ください。 
 
 
 
  

Express5800//Bladeサーバの出荷停止に伴い、ESMPRO/ACBlade管理オプションの最終バージョンはVer5.3
となります。 
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5.2 ESMPRO/ACを使用する場合（VMware HA構成の場合） 
 

 
注意： 
Ver5.3 の場合、ESMPRO/AC の機能にて仮想マシンをシャットダウン／起動する機能を使用するには、

「ESMARC53-03-201910」以上のアップデート適用が必要です。 
設定方法は下記資料を参照ください。 

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ 
   → ダウンロード 
     → 各種資料 
       → 仮想マシン順序設定マニュアル 

 
 

VMware HA構成では、VMwareの機能として提供されている仮想サーバに連動し、仮想マシンをシャットダウン・

起動する機能を使用することができません。AC Management Console において、VMware ESXi/ESXサーバをVMware 
HA構成のサーバとして登録することにより、ESMPRO/ACにより仮想サーバおよび仮想マシンのシャットダウン・起

動が行われることになります。 
以下に、VMware HA構成で運用を行うための設定手順について記述します。 

 
（1） AC Management Consoleの設定（ツリー構成の設定） 

ツリー構成を以下のように作成します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Windows管理サーバのUPS 
 

一台目のESXi/ESXサーバ 
 

二台目のESXi/ESXサーバ 
 

二台目のESXi/ESXサーバのUPS 
 

一台目のESXi/ESXサーバのUPS 
 

共有ディスクのUPS 
 

Windows管理サーバ 
 

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/
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（2） AC Management Consoleの設定（連動端末の設定） 
ESXi/ESXサーバの情報を登録します。サーバの種類により、設定画面が異なります。 
 
＜Express5800/100シリーズの場合＞ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①サーバ種別：「ESXiサーバ（HA）」を選択してください。 
②名称：ESXi/ESXサーバのコンピュータ名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
③クラスタ識別名：クラスタを区別する任意の識別子を登録してください。 

※ESMPRO/ACは、本識別子が同一のサーバをVMware HAのクラスタを構成するサーバ群であ

ると認識します。 
④ドメイン：ESXi/ESXサーバのドメイン名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
⑤IP address：ESXi/ESXサーバの IPアドレスを登録してください。 

① 
② 

③ 
④ 

⑤ 

⑦ 

⑥ 
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⑥ユーザ名／パスワード：ESXi/ESXサーバへアクセスするためのユーザ名／パスワードを登録してください。 
登録するユーザ名は、root アカウントまたは root アカウントと同等の権限を持つユ

ーザアカウントを登録してください。 
≪「サーバへの接続確認」ボタンについて≫ 
登録したユーザ名、パスワードを使用してESXi/ESXサーバへの接続確認を行うことがで

きます。登録したユーザ名、パスワードに誤り等がある場合、ESXi/ESXサーバへのシャッ

トダウン指示が失敗しますので、本機能を利用して事前に接続確認を行っていただくこと

を推奨します。 
⑦シャットダウン待ち合わせ時間：連動端末が停電によるシャットダウンを実行する際、複数台の連動端末間

でシャットダウン実行タイミングの順序制御が必要な場合に設定します。 
同一VMware HAクラスタの連動端末には、すべて同じ時間を設定する必

要があります。 
 
＜Express5800/Bladeサーバの場合＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①位置情報：ラック番号、ブレード収納ユニット番号、スロット番号を入力してください。 

※初期セットアップ時は初期値のままになっているため、必ず正しい番号を設定してください。 
②サーバ種別：「ESXiサーバ（HA）」を選択してください。 
③名称、ドメイン名：ESXi/ESXサーバのコンピュータ名およびドメイン名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
④VMクラスタ名：クラスタを区別する任意の識別子を登録してください。 

※ESMPRO/ACは、本識別子が同一のサーバをVMware HAのクラスタを構成するサーバ群であ

ると認識します。 
⑤IP address：ESXi/ESXサーバの IPアドレスを登録してください。 

① 

② 

③ 

④ 
⑤ 
⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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⑥ユーザ名／パスワード：ESXi/ESXサーバへアクセスするためのユーザ名／パスワードを登録してください。 
登録するユーザ名は、rootアカウントまたは rootアカウントと同等の権限を持つユ

ーザアカウントを登録してください。 
≪「サーバへの接続確認」ボタンについて≫ 
登録したユーザ名、パスワードを使用してESXi/ESXサーバへの接続確認を行うことがで

きます。登録したユーザ名、パスワードに誤り等がある場合、ESXi/ESXサーバへのシャッ

トダウン指示が失敗しますので、本機能を利用して事前に接続確認を行っていただくこと

を推奨します。 
⑦MAC address：ESXi/ESXサーバのMACアドレスを登録してください。 

(Wake On Lanによるリモート起動を行うために使用します。) 
⑧シャットダウン待ち合わせ時間：連動端末が停電によるシャットダウンを実行する際、複数台の連動端末間

でシャットダウン実行タイミングの順序制御が必要な場合に設定します。 
同一VMware HAクラスタの連動端末には、すべて同じ時間を設定する必

要があります。 
⑨リモート起動情報 IP address1、SubNetMask：ESXi/ESXサーバの IPアドレスとサブネットマスクを入力して

ください。 
 
 
  

Express5800//Bladeサーバの出荷停止に伴い、ESMPRO/ACBlade管理オプションの最終バージョンはVer5.3
となります。 
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（3） 仮想マシンをシャットダウンする際のタイムアウト時間設定方法 

仮想マシンは並列で2台(固定)ずつシャットダウンします。仮想マシンのシャットダウンはデフォルトでは300秒
経過後にタイムアウトし、その時点で稼働している仮想マシンの強制停止を行います。また、仮想マシンの強制停

止から 60 秒経過後にタイムアウトし、ESXi/ESX サーバのメンテナンスモードに移行、メンテナンスモードに移

行してから5秒待ち合わせたあと、ESXi/ESXサーバのシャットダウンを実施します。 
なお、タイムアウト時間前に処理が完了した場合はタイムアウトまで待たずに次の処理に移行します。 
各タイムアウト時間はインストールフォルダ（デフォルトでは、C:¥Program Files (x86)¥AUTORC)配下にある

AcEsxiCmd.exe.configファイルに設定されています。 
 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 
<configuration> 

       <appSettings> 
         <add key="ShutdownWaitSec" value="300" /> 
         <add key="PowerOffWaitSec" value="60" /> 
         <add key="HAHostsWaitSec" value="5" /> 
       </appSettings> 

</configuration> 
 

AcEsxiCmd.exe.configファイルをテキストエディタで開いて、仮想マシンのシャットダウン時間に合わせてタイム

アウト時間を調整してください。 
 

ShutdownWaitSec 仮想マシンのシャットダウン待ち合わせ時間。シャットダウン：デフォルト300秒(5分）  

PowerOffWaitSec 仮想マシンのパワーオフの待ち合わせ時間。パワーオフ：デフォルト60秒（1分） 

HAHostsWaitSec 
ESXi/ESXサーバをメンテナンスモードに移行してからのESXi/ESXサーバシャットダウン開

始までの待ち合わせ時間。ホストの待ち合わせ時間：デフォル5秒 

 
※ UPSの電源切断猶予時間が経過するとその時点でUPSが停止するため、 

UPSの電源切断猶予時間はShutdownWaitSecやPowerOffWaitSecよりも長い値を設定してください。 
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VMware HA構成では、VMwareの機能として提供されている仮想サーバに連動し、仮想マシンを起動・シャットダ

ウンする機能を使用することができません。このため、VMware HA 構成の仮想サーバおよび仮想マシンの起動・シャ

ットダウンは、物理マシン上のWindows 管理サーバ(制御端末)上のESMPRO/AC のジョブ機能を利用し、制御端末が

シャットダウン・起動するタイミングで、VMware HA 構成の仮想マシン／仮想サーバをシャットダウン・起動するス

クリプトファイルを実行する必要があります。 
以下に、VMware HA構成で運用を行うための設定手順について記述します。 

 
（1） AC Management Consoleの設定（ツリー構成の設定） 

ツリー構成を以下のように作成します。 
ESXi/ESXサーバのUPSが複数台ある場合には、台数分登録してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記のように、VMware HA 構成のESXi/ESX サーバ、共有ディスクが使用するUPSを、制御端末が使用する

UPS として登録することにより、これらの UPS の停電が発生した場合に、制御端末が停電シャットダウン処

理を行うようにする必要があります。 
 

（2） AC Management Consoleの設定（連動端末の設定） 
連動端末の設定を行ってください。設定方法については、「5.1  （3）AC Management Consoleの設定（連動端

末の設定）」を参照してください。 
 

  

Windows管理サーバのUPS 
 

一台目のESXi/ESXサーバのUPS 
 
二台目のESXi/ESXサーバのUPS 
 
共有ディスクのUPS 
 

二台目のESXi/ESXサーバ 
 

一台目のESXi/ESXサーバ 
 

物理マシン上のWindows管理サーバ 
 

ESXi/ESXサーバのグループを作成し、

ESXi/ESX サーバが UPS を使用しない

ように登録する必要があります。 
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（3） AC Management Consoleの設定（UPS設定） 
 

電源装置に登録したUPSの設定画面を開き、「電源切断猶予時間」および「冗長構成設定」を設定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

制御端末がシャットダウンを完了するのに十分な

時間を設定してください。 

「構成台数」と同じ値に設定して 
ください。 
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（4） ESMPRO/AC GUIの設定 
 

＜電源切断時のジョブ＞ 
ESMPRO/AC GUI の［オプション］ボタンを押し、［ジョブ起動］で以下の画面のようにチェックボックスを

ONにします。また、［タイムアウト時間］は、VMware HA構成のすべてのESXi/ESXサーバがシャットダウ

ンを完了するのに十分な時間を設定してください。 
また、［起動ジョブの登録］ボタンを押し、「切断時起動ジョブの登録」画面にて、「4.2 スクリプトファイルの

作成（VMware HA 構成の場合）」の（3）で作成した ESXi/ESX サーバのシャットダウン用バッチファイルを

登録してください。 
 

 
  

［タイムアウト時間］は、VMware HA構成の 
すべてのESXi/ESXサーバがシャットダウンを完了す

る 
のに十分な時間を設定してください。 

上記は、 
01:vmvms1_stop.bat（サンプル） 
02:vmvms2_stop.bat（サンプル） 
を登録した例です。 
実行順番としては01のジョブを実行し、01のジョブ

終了後に02を実行します。 
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＜電源投入時のジョブ＞ 
ESMPRO/AC GUI の［オプション］ボタンを押し、［ジョブ起動］で以下の画面のようにチェックボックスを

ONにします。 
また、［起動ジョブの登録］ボタンを押し、「投入時起動ジョブの登録」画面にて、「4.2 スクリプトファイルの

作成（VMware HA 構成の場合）」の（4）で作成した ESXi/ESX サーバの起動用バッチファイルを登録してく

ださい。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

5.3 ESMPRO/ACを使用する場合（VMware Virtual SAN構成の場合） 
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注意： 
Ver5.3 の場合、ESMPRO/AC の機能にて仮想マシンをシャットダウン／起動する機能を使用するには、

「ESMARC53-03-201910」以上のアップデート適用が必要です。 
SigmaSystemCenter との連携が不要であることを除き、次節「SigmaSystemCenter と連携することで仮想マシン

のシャットダウン／起動を行う場合」と同じ設定方法になります。 
仮想マシンの順序設定に関しては、下記資料を参照ください。 

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/ 
   → ダウンロード 
     → 各種資料 
       → 仮想マシン順序設定マニュアル 

 
 

 
VMware Virtual SAN構成では、VMware Virtual SANで推奨される方式により、システムを停止・起動する必要が

あります。SigmaSystemCenterとの連携機能を利用することで、VMware Virtual SAN構成上の仮想マシンならびに

仮想サーバを順番にシャットダウンします。VMware Virtual SAN 構成で運用を行うためには、ESMPRO/AC 側だけ

ではなく SigmaSystemCenter 側においても連携設定が必要です。SigmaSystemCenter 側の連携設定に関しては、

SigmaSystemCenterリファレンスガイド1.2節を参考に設定を行ってください。 
以下に、ESMPRO/AC側の設定手順を記述します。 

 
（1） AC Management Consoleの設定（ツリー構成の設定） 
 

ツリー構成は以下のように作成します。 
 

 
 
ESXi/ESXサーバのWindows仮想マシン上にインストールしたESMPRO/ACからVMware Virtual SANクラ

スタを管理する場合には、上図「Windows管理サーバのUPS」を「Windows仮想マシンを動作させているESXi
サーバのUPS」に、上図「Windows管理サーバ」を「ESMPRO/ACをインストールしたWindows仮想マシン」

Windows管理サーバのUPS 
 
Windows管理サーバ 
 

VMware Virtual SANクラスタ

を構成するESXi/ESXサーバ 
 

同じ VMware Virtual SAN クラスタ

に所属する ESXi/ESX サーバと同サー

バが電源を接続している全UPSとで、

1つの電源管理グループを作成します。 

ESXi/ESXサーバのUPS 
 

https://jpn.nec.com/esmpro_ac/
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に置き換えてください。 
ただしVMware Virturtual SANクラスタ上で動作しているWindows仮想マシンから、同VMware Virtual SANク

ラスタを管理することはできません。VMware Virtual SANクラスタを管理するWindows仮想マシンは、クラス

タ外のESXi/ESXサーバに配置をしてください。 
（2） AC Management Consoleの設定（制御端末の設定） 

制御端末の設定は、「5.1 (2) AC Management Consoleの設定（制御端末の設定）」を参照して設定してください。 
（3） AC Management Consoleの設定（連動端末の設定） 

連動端末の設定を行ってください。 

 
  

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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①SSC管理対象サーバ：チェックを有効にしてください。 
②サーバ種別：「ESXiサーバ（vSAN）」を選択してください。 
③名称：ESXi/ESXサーバのコンピュータ名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
④クラスタ識別名：クラスタを区別する任意の識別子を登録してください。 

※ESMPRO/ACは、本識別子が同一のサーバをVMware Virtual SANクラスタを構成するサー

バ群であると認識します。 
⑤ドメイン：ESXi/ESXサーバのドメイン名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
⑥IP address：ESXi/ESXサーバの IPアドレスを登録してください。 
 
⑦ユーザ名／パスワード：ESXi/ESXサーバへアクセスするためのユーザ名／パスワードを登録してください。 

登録するユーザ名は、root アカウントまたは root アカウントと同等の権限を持つユ

ーザアカウントを登録してください。 
≪「サーバへの接続確認」ボタンについて≫ 
登録したユーザ名、パスワードを使用してESXi/ESXサーバへの接続確認を行うことがで

きます。登録したユーザ名、パスワードに誤り等がある場合、ESXi/ESXサーバへのシャッ

トダウン指示が失敗しますので、本機能を利用して事前に接続確認を行っていただくこと

を推奨します。 
⑧シャットダウン待ち合わせ時間：連動端末が停電によるシャットダウンを実行する際、複数台の連動端末間

でシャットダウン実行タイミングの順序制御が必要な場合に設定します。 
同一VMware Virtual SAN クラスタの連動端末には、すべて同じ時間を

設定する必要があります。 
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（4） AC Management Consoleの設定（UPS設定） 
電源装置に登録したUPSの設定画面を開き、「電源切断猶予時間」を設定してください。ESXi/ESXサーバに電源

接続しているUPSが複数台ある場合には「冗長構成設定」も併せて設定してください。UPSが1台だけの場合に

は、「冗長構成設定」は不要です。 

 

  

VMware Virtual SAN クラスタがシャットダウン

を完了するのに十分な時間を設定してください。 

「構成台数」と同じ値に設定して 
ください。 
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VMware Virtual SAN構成では、VMware Virtual SANで推奨される方式により、システムを停止・起動する必要が

あります。このため、VMware Virtual SAN構成の停止・起動は、物理マシン上のWindows管理サーバ(制御端末)上の

ESMPRO/ACのジョブ機能を利用し、制御端末がシャットダウン・起動するタイミングで、専用スクリプトファイルを

実行することにより行われる必要があります。 
以下に、VMware Virtual SAN構成で運用を行うための設定手順について記述します。 

 
（1） AC Management Consoleの設定（ツリー構成の設定） 

ツリー構成を以下のように作成します。 
ESXi/ESXサーバのUPSが複数台ある場合には、台数分登録してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記のように、VMware Virtual SAN構成のESXi/ESXサーバ、共有ディスクが使用するUPSを、制御端末が使

用するUPS として登録することにより、これらのUPS の停電が発生した場合に、制御端末が停電シャットダ

ウン処理を行うようにする必要があります。 
 

（2） AC Management Consoleの設定（連動端末の設定） 
連動端末の設定を行ってください。設定方法については、「5.1  （3）AC Management Consoleの設定（連動端

末の設定）」を参照してください。 
 

  

物理マシン上のWindows管理サーバのUPS 
 

一台目のESXi/ESXサーバのUPS 
 

二台目のESXi/ESXサーバのUPS 
 
共有ディスクのUPS 
 

二台目のESXi/ESXサーバ 
 

一台目のESXi/ESXサーバ 
 

物理マシン上のWindows管理サーバ 
 

ESXi/ESXサーバのグループを作成し、

ESXi/ESX サーバが UPS を使用しない

ように登録する必要があります。 
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（3） AC Management Consoleの設定（UPS設定） 
 

電源装置に登録したUPSの設定画面を開き、「電源切断猶予時間」および「冗長構成設定」を設定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

制御端末がシャットダウンを完了するのに十分な

時間を設定してください。 

「構成台数」と同じ値に設定して 
ください。 
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（4） ESMPRO/AC GUIの設定 
 

＜電源切断時のジョブ＞ 
ESMPRO/AC GUI の［オプション］ボタンを押し、［ジョブ起動］で以下の画面のようにチェックボックスを

ONにします。また、［タイムアウト時間］は、VMware Virtual SAN構成のすべてのESXi/ESXサーバがシャッ

トダウンを完了するのに十分な時間を設定してください。 
また、［起動ジョブの登録］ボタンを押し、「切断時起動ジョブの登録」画面にて、「4.2 スクリプトファイルの

作成（VMware HA構成の場合）」の（3）で作成したESXi/ESXサーバのシャットダウン用バッチファイルを

登録してください。 
 

 
  

上記は、 
01: Stop-VsanCluster.bat（サンプル） 
を登録した例です。 

［タイムアウト時間］は、VMware Virtual SAN構成の 
すべてのESXi/ESXサーバがシャットダウンを完了す

る 
のに十分な時間を設定してください。 
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＜電源投入時のジョブ＞ 
ESMPRO/AC GUI の［オプション］ボタンを押し、［ジョブ起動］で以下の画面のようにチェックボックスを

ONにします。 
また、［起動ジョブの登録］ボタンを押し、「投入時起動ジョブの登録」画面にて、「4.2  スクリプトファイル

の作成（VMware HA構成の場合）」の（4）で作成したESXi/ESXサーバの起動用バッチファイルを登録して

ください。 
 

 
 

 
  

上記は、 
01: Start-VsanCluster.bat（サンプル） 
を登録した例です。 
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5.4 SigmaSystemCenter/電源管理基本パックを使用する場合 
 

（1） AC Management Consoleの設定（ツリー構成の設定） 
 
ツリー構成を以下のように作成します。 
各サーバとUPSをそれぞれ意識したツリーを構成してください。 

 

 
  

SigmaSystemCenter管理サーバのUPS 

SigmaSystemCenter管理サーバ 

ESXiサーバのUPS 

ESXiサーバ 
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（2） AC Management Consoleの設定（連動端末の設定） 
 

ESXiサーバの登録を行ってください。詳細はSigmaSystemCenter/電源管理基本パックのセットアップカードを

参照ください。以下に、Express5800/100シリーズ登録時の画面を記述します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①SSC 電源管理：SigmaSystemCenter の管理対象となっており、SigmaSystemCenter/電源管理基本パックによる

制御対象とするサーバの場合、チェックを有効にしてください。 
②サーバ種別：「仮想サーバ(ESXi)」を選択してください。 
③名称：ESXiサーバのコンピュータ名を登録してください。 

※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
④ドメイン：SigmaSystemCenter Web GUIの[リソース]ビューに登録されている仮想サーバ(VMware ESXiなど)

のリソース情報が、ドメイン名つきの情報 (例:esxi.test.nec.com)となっている場合、対象サーバの

ドメイン名の情報(例:test.nec.com)を登録してください。 
※登録の際は、大文字、小文字を区別して正確に入力してください。 
(リソース情報にドメイン名が含まれていない場合は、入力不要です。) 

⑤IP address：ESXiサーバの IP アドレスを登録してください。 
⑥ユーザ名／パスワード：ESXiサーバへアクセスするためのユーザ名／パスワードを登録してください。 

登録するユーザ名は、rootアカウントまたは rootアカウントと同等の権限を持つユーザアカウン

トを登録してください。 
 ≪「サーバへの接続確認」ボタンについて≫ 
登録したユーザ名、パスワードを使用してESXiサーバへの接続確認を行うことができます。 
登録したユーザ名、パスワードに誤り等がある場合、ESXiサーバへのシャットダウン指示が 
失敗しますので、本機能を利用して事前に接続確認を行っていただくことを推奨します。 
 

⑦Advance option mode：制御端末からWake On LANによるリモート起動を行う場合にチェックを有効にして 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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  ください。「SSC電源管理」のチェックを有効にした場合は必ず、このチェックを有効

にしてください。 
電源ON： リモート起動の方法を選択します。 

[Remote Wake Up]   Wake On LANによるサーバ起動 
[SSC]              SSC機能を利用したサーバ起動 
                   (SSCの管理対象サーバとなっており、Out-of-Band Managementに

よるサーバ管理を行っている場合に選択してください。) 

IP address： ⑤で登録した IPアドレスと同じ情報を登録してください 

SubNetMask： サブネットマスクを登録してください。 

MAC address： IPアドレスに割り当てられたMAC address情報を登録してください。 
(MAC addressは xx-xx-xx-xx-xx-xx の書式で登録してください。) 

 
 
 

5.5 ESMPRO/AC Lite for VMwareを使用する場合 
 
セットアップカードを参照し、vMA上にてac_setup.shを実行して、セットアップスクリプトによる環境構築を実施し

ていただくことで、自動的にマルチサーバ構成ファイル(ac_e_net.ini)が作成されます。 
 
※下記は、ac_setup.shを実行後に作成されるマルチサーバ構成ファイルを、文字コード/改行コード変換、Windowsクラ

イアントにダウンロード後、「マルチサーバ構成データ編集」にてAMCツリーを表示した例です。 
  文字コード変換/改行コード変換、Windowsクライアントへダウンロード等の手順については、「ESMPRO/AC Lite for 

VMware」のセットアップカードを参照してください。 
 

  

ESXiサーバのUPS 

管理用仮想マシン(vMA) 
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6.  停電・復電時の動作概要 

6.1 ESMPRO/ACまたはSigmaSystemCenter/電源管理基本パックを使用する場合 
  

 
停電時の動作は以下のとおりです。 
 
①ESMPRO/ACまたはSigmaSystemCenter/電源管理基本パックのESMPRO/ACサービスが停電を検出 
②SigmaSystemCenter/電源管理基本パックの場合、ESMPRO/ACサービスがSigmaSystemCenterに対して、 

ESXiサーバおよびESXiサーバ上の仮想マシンをメンテナンスモード要求 
③ESMPRO/ACサービスがESXi/ESXサーバにシャットダウン命令を実行 
④ESXi/ESX サーバが仮想マシンのシャットダウンを実行して、その後 ESXi/ESX サーバのシャットダウンを実

行 
⑤ESMPRO/ACサービスがUPSにOFF命令を実行 
⑥ESMPRO/ACサービスが物理マシン上のWindows管理サーバのシャットダウンを実行 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意： 

SigmaSystemCenter環境において、各仮想マシンがSigmaSystemCenterの機能によって仮想サーバ間を移動した場合には、

VMware の機能で仮想サーバの起動／シャットダウンに、仮想マシンの起動／シャットダウンする設定情報が引き継が

れません。VMwareの機能で仮想サーバの起動／シャットダウンに、仮想マシンの起動／シャットダウンする設定情報が

引き継がれません。仮想マシンが仮想サーバ間を移動する可能性があるシステムの場合には、『4.1  仮想マシンの自動

起動／シャットダウン設定』の手順では対応できませんので、『4.2 スクリプトファイルの作成（VMware HA 構成の場

合）』を参考に、PowerCLIを使用して仮想マシンを停止するよう環境設定を実施ください。 

  

ESXi /ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 

物理マシン上のWindows管理サーバ 

    

ESMPRO/ACサービス 

① ③ 

④ 

⑤ 

 ⑤ 

SigmaSystemCenter 

② ⑥ 

Smart-UPS Smart-UPS SNMPカード搭載 SNMPカード搭載 

① 

制御端末 

連動端末 
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復電後の動作は以下のとおりです。 
 
＜ESMPRO/ACの場合＞ 
①復電後、物理マシン上のWindows管理サーバおよびESXi/ESXサーバのUPSがON 
②物理マシン上のWindows管理サーバおよびESXi/ESXサーバが起動 
＊ESXi/ESX サーバが Express5800/Blade サーバの場合、物理マシン上の Windows 管理サーバの起動完了後、

ESMPRO/ACサービスからのサーバ起動要求によりESXi/ESXサーバが起動 
③ESXi/ESXサーバにより仮想マシンが起動 

 
＜SigmaSystemCenter/電源管理基本パックの場合＞ 
①復電により、物理マシン上のWindows管理サーバおよびESXiサーバのUPSがON 
②物理マシン上の Windows 管理サーバの起動完了後、ESMPRO/AC サービスからのサーバ起動要求により ESXi
サーバが起動 

③ESXiサーバにより仮想マシンが起動 
④ESXiサーバの起動完了後、ESMPRO/ACサービスがSigmaSystemCenterに対して、ESXiサーバおよび仮想マシ

ンのメンテナンスモード解除を要求 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 

物理マシン上のWindows管理サーバ 

VMware ESXi/ESX Server マシン（サーバ） 

ESMPRO/ACサービス 

① 

③ 
SigmaSystemCenter 

④ 

Smart-UPS Smart-UPS SNMPカード搭載 SNMPカード搭載 

① 

② 

② 

制御端末 連動端末 
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停電時の動作は以下のとおりです。 
 
①ESMPRO/ACサービスが停電を検出 
②ESMPRO/ACサービスがESXi/ESXサーバにシャットダウン命令およびUPSにOFF命令を実行 
③ESXi/ESX サーバが仮想マシンのシャットダウンを実行して、その後 ESXi/ESX サーバのシャットダウンを実

行 
  

Smart-UPS SNMPカード搭載 

VMware ESXi/ESX サーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

Windows 

（制御端末） 

① 

② 

③ 

 ESMPRO/ACサービス 

② 

制御端末 
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復電後の動作は以下のとおりです。 
 
①復電によりESXi/ESXサーバのUPSがON 
②ESXi/ESXサーバが起動 
③ESXi/ESXサーバにより、仮想マシンが起動 
 

  

Smart-UPS SNMPカード搭載 

VMware ESXi/ESX サーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

 

ESXi/ESX 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

Windows 

（制御端末） 

③ 

 ESMPRO/ACサービス 

② 

① 

制御端末 
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6.2 ESMPRO/ACを使用する場合（VMware HA構成の場合） 
 

 
 
注意： 
Ver5.3 の場合、ESMPRO/AC の機能にて仮想マシンをシャットダウン／起動する機能を使用するには、

「ESMARC53-03-201910」以上のアップデート適用が必要です。 
 
仮想マシンのシャットダウンならびに起動が順番に行われることを除き、動作概要は次節の「仮想マシンのシ

ャットダウン／起動を順不同で行う場合」と同じになります。詳細は次節を参照ください。 
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停電時の動作は以下のとおりです。 
①ESMPRO/AC サービスが停電を検出 
②ESMPRO/AC サービスが仮想マシンのシャットダウンを実行 
③ESMPRO/AC サービスがESXi/ESX サーバをメンテナンスモードに移行 
④ESMPRO/AC サービスがESXi/ESX サーバのシャットダウンを実行 
⑤ESMPRO/AC サービスがUPS にOFF 命令を実行 
⑥ESMPRO/AC サービスが物理マシン上のWindows 管理サーバのシャットダウンを実行 
 
 
 
 
  

物理マシン上のWindows管理サーバ SNMPカード搭載 Smart-UPS 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux ESXi/ESX 

仮想サーバ 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

 

 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi/ESX 

仮想サーバ 

共有ディスク 
 

SNMPカード搭載 

③ 

② 

③ 

⑤

 

② 

Smart-UPS Smart-UPS 

Smart-UPS 

VMware HA構成 

 

SNMPカード搭載 

① 

① 

④ 

① 
④ 

ESMPRO/ACサービス 

SNMPカード搭載 

④ 

① 
④ 

連動端末 連動端末 

制御端末 
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共有ディスクに iStorage装置を使用して、iStorage S/D/Mシリーズ連携機能を使用している場合の復電後の動作は

以下のとおりです。 
①復電後、物理マシン上のWindows 管理サーバのUPS がON 
②物理マシン上のWindows 管理サーバが起動 
③物理マシン上のWindows 管理サーバの起動完了後、ESMPRO/AC サービスからのON 命令により共有ディス

クのUPS がON 
④共有ディスク起動後、ESMPRO/AC サービスからのON 命令によりESXi/ESX サーバのUPS がON 
⑤ESXi/ESXサーバが起動 
⑥ESMPRO/AC サービスがESXi/ESX サーバのメンテナンスモードを解除 
⑦ESMPRO/AC サービスが仮想マシンの起動を実行 
 
 
 

  

物理マシン上のWindows管理サーバ 
SNMPカード搭載 

Smart-UPS 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi/ESX 

仮想サーバ 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi/ESX 

仮想サーバ 

共有ディスク 
 

SNMPカード搭載 

⑥ ⑥ 

Smart-UPS Smart-UPS 

Smart-UPS 

VMware HA構成 

 

SNMPカード搭載 

③ 

④ 

ESMPRO/ACサービス 

SNMPカード搭載 

④ 

① 

② 

④ ④ 

⑤ ⑤ 

③ 

連動端末 連動端末 

制御端末 
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共有ディスクに iStorage以外の装置を使用または iStorage装置を iStorage S/D/Mシリーズ連携機能なしで使用して

いる場合、以下のようになります。 
①復電後、物理マシン上のWindows 管理サーバのUPS および共有ディスクのUPS がON 
②物理マシン上のWindows 管理サーバが起動 
③物理マシン上の Windows 管理サーバの起動完了後、ESMPRO/AC サービスからの ON 命令により ESXi/ESX
サーバのUPS がON 

④ESXi/ESX サーバが起動 
⑤ESMPRO/AC サービスがESXi/ESX サーバのメンテナンスモードを解除 
⑥ESMPRO/AC サービスが仮想マシンの起動を実行 
 
 
 
 

  

物理マシン上のWindows管理サーバ 
SNMPカード搭載 

Smart-UPS 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi/ESX 

仮想サーバ 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi/ESX 

仮想サーバ 

共有ディスク 
 

SNMPカード搭載 

⑤ ⑤ 

Smart-UPS Smart-UPS 

Smart-UPS 

VMware HA構成 

 

SNMPカード搭載 

① 

③ 

ESMPRO/ACサービス 

SNMPカード搭載 

③ 

① 

② 

③ ③ 

④ ④ 

連動端末 連動端末 

制御端末 
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停電時の動作は以下のとおりです。 
①ESMPRO/ACサービスが停電を検出 
②ESMPRO/ACサービスがESXi/ESXサーバにシャットダウン命令（スクリプト）を実行 
③ESXi/ESX サーバが仮想マシンのシャットダウンを実行して、その後 ESXi/ESX サーバのシャットダウンを実

行 
④ESMPRO/ACサービスがUPSにOFF命令を実行 
⑤ESMPRO/ACサービスが物理マシン上のWindows管理サーバのシャットダウンを実行 
 
 
 
 

物理マシン上のWindows管理サーバ SNMPカード搭載 
Smart-UPS

 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux ESXi/ESX 

仮想サーバ 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi/ESX 

仮想サーバ 

共有ディスク 
 

SNMPカード搭載 

③ 

② 

③ 

⑤

 

② 
Smart-UPS Smart-UPS 

Smart-UPS 

VMware HA構成 

 

SNMPカード搭載 

① 

① 

④ 

① 
④ 

ESMPRO/ACサービス 

SNMPカード搭載 

④ 

① 
④ 

連動端末 連動端末 

制御端末 
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復電後の動作は以下のとおりです。 
 
①復電後、物理マシン上のWindows管理サーバのUPSおよび共有ディスク、ESXi/ESXサーバのUPSがON 
②物理マシン上のWindows管理サーバおよびESXi/ESXサーバが起動 
③ESMPRO/ACサービスがESXi/ESXサーバに仮想マシン起動命令（スクリプト）を実行し、仮想マシンが起動 
 
 
 
 
 
  

物理マシン上のWindows管理サーバ SNMPカード搭載 
Smart-UPS 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi/ESX 

仮想サーバ 

ESXi/ESXサーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 
ESXi/ESX 

仮想サーバ 

共有ディスク 
 

SNMPカード搭載 

Smart-UPS Smart-UPS 

Smart-UPS 

VMware HA構成 

 

SNMPカード搭載 

ESMPRO/ACサービス 

SNMPカード搭載 

① 

①  ①  

① 

③ ③ 

② ② 

② 

連動端末 連動端末 

制御端末 
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6.3 ESMPRO/ACを使用する場合（VMware Virtual SAN構成の場合） 
 
■ESMPRO/ACの機能にて仮想マシンを順序シャットダウン／順序起動する場合 

注意： 
Ver5.3 の場合、ESMPRO/AC の機能にて仮想マシンをシャットダウン／起動する機能を使用するには、

「ESMARC53-03-201910」以上のアップデート適用が必要です。 
 

停電時の動作は以下のとおりです。 
 
①ESMPRO/ACサービスが停電を検出 
②仮想マシンの停止（またはシャットダウン） 
③ESXi/ESX仮想サーバをメンテナンスモードに変更した上で停止 
④ESMPRO/ACサービスがUPSにOFF命令を実行 
⑤ESMPRO/ACサービスが物理マシン上のWindows管理サーバのシャットダウンを実行 
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復電後の動作は以下のとおりです。 
 
①復電後、物理マシン上のWindows管理サーバのUPSおよびESXi/ESXサーバのUPSがON 
②物理マシン上のWindows管理サーバおよびESXi/ESXサーバが起動 
③ESMPRO/ACサービスがメンテナンスモード解除 
④ESMPRO/ACサービスが仮想マシンを起動 
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■SigmaSystemCenterと連携することで仮想マシンのシャットダウン／起動を行う場合 
停電時の動作は以下のとおりです。 
 
①ESMPRO/ACサービスが停電を検出 
②ESMPRO/ACサービスがSigmaSystemCenterに停電を通知 
③SigmaSystemCenterが仮想マシンの停止（またはシャットダウン）およびESXi/ESXサーバの 
シャットダウンを実行（停止・シャットダウンの順序制御はSigmaSystemCenterにて実施） 

④ESMPRO/ACサービスがUPSにOFF命令を実行 
⑤ESMPRO/ACサービスが物理マシン上のWindows管理サーバのシャットダウンを実行 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

復電後の動作は以下のとおりです。 
 

SNMPカード搭載 
Smart-UPS 

ESXi/ESXサーバ 
(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows ESXi/ESX 

仮想サーバ 

ESXi/ESXサーバ 
(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows 
  

ESXi/ESX 
仮想サーバ 

③ 

② 

③ 

Smart-UPS Smart-UPS 

VMware Virtual SAN構成 
  

SNMPカード搭載 

① ① 

④ 

SNMPカード搭載 

④ 

④ 

SigmaSystemCenter 

ESMPRO/ACサービス 

連動端末 連動端末 

制御端末 
物理マシン上のWindows管理サーバ 

⑤ 

… 

① 
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①復電後、物理マシン上のWindows管理サーバのUPSおよびESXi/ESXサーバのUPSがON 
②物理マシン上のWindows管理サーバおよびESXi/ESXサーバが起動 
③SigmaSystemCenterに復電したことを通知 
※ESXi/ESXサーバはメンテナンスモードのままとなります。 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

物理マシン上のWindows管理サーバ SNMPカード搭載 
Smart-UPS 

ESXi/ESXサーバ 
(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows ESXi/ESX 

仮想サーバ 

ESXi/ESXサーバ 
(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows 
  

ESXi/ESX 
仮想サーバ 

② 

Smart-UPS Smart-UPS 

VMware Virtual SAN構成 
  

② ② 
SNMPカード搭載 

SigmaSystemCenter 

ESMPRO/ACサービス 

連動端末 連動端末 

制御端末 

SNMPカード搭載 

… 

① ① 

③ 

① 
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■スクリプトにて仮想マシンの起動／シャットダウンを行う場合 

停電時の動作は以下のとおりです。 
 
①ESMPRO/ACサービスが停電を検出 
②ESMPRO/ACサービスがVMware Virtual SANのシャットダウン命令（スクリプト）を実行 
③vCenterからの要求により、仮想マシンの停止（またはシャットダウン）およびESXi/ESXサーバの 
シャットダウンを実行Horizon View環境がある場合は、適切なデスクトッププールを無効化 

④ESMPRO/ACサービスがUPSにOFF命令を実行 
⑤ESMPRO/ACサービスが物理マシン上のWindows管理サーバのシャットダウンを実行 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
復電後の動作は以下のとおりです。 

SNMPカード搭載 
Smart-UPS 

ESXi/ESXサーバ 
(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows ESXi/ESX 

仮想サーバ 

ESXi/ESXサーバ 
(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows 
  

ESXi/ESX 
仮想サーバ 

③ 

② 

③ 

Smart-UPS Smart-UPS 

VMware Virtual SAN構成 
  

SNMPカード搭載 

① ① 

④ 

SNMPカード搭載 

④ 

④ 

vCenter 

ESMPRO/ACサービス 

連動端末 連動端末 

制御端末 

物理マシン上のWindows管理サーバ 

⑤ 

… 

① 
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①復電後、物理マシン上のWindows管理サーバのUPSおよび共有ディスク、ESXi/ESXサーバのUPSがON 
②物理マシン上のWindows管理サーバおよびESXi/ESXサーバが起動 
③ESMPRO/ACサービスがVMware Virtual SANの起動命令（スクリプト）を実行 

vCenterからの要求により、ESXi/ESXサーバがメンテナンスモードを解除 
Horizon View環境がある場合は適切なデスクトッププールを有効化 
※仮想マシンの起動は行われません。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

SNMPカード搭載 
Smart-UPS 

ESXi/ESXサーバ 
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仮想マシン 
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仮想マシン 
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仮想サーバ 

ESXi/ESXサーバ 
(Express5800/100シリーズ) 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows 

仮想マシン 
Windows 
  

ESXi/ESX 
仮想サーバ 

③ 

③ 

③ 

Smart-UPS Smart-UPS 

VMware Virtual SAN構成 
  

SNMPカード搭載 
② ② SNMPカード搭載 

vCenter 

ESMPRO/ACサービス 

連動端末 連動端末 

制御端末 
物理マシン上のWindows管理サーバ 

② 

… 

① 

② ② 
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6.4 ESMPRO/AC Lite for VMwareを使用する場合 

 
停電時の動作は以下のとおりです。 
 
①ESMPRO/ACサービスが停電を検出 
②ESMPRO/ACサービスがESXiサーバにシャットダウン命令（スクリプト）およびUPSにOFF命令を実行 
③ESXiサーバが仮想マシンのシャットダウンを実行して、その後ESXiサーバのシャットダウンを実行 
 

  

Smart-UPS SNMPカード搭載 

VMware ESXi サーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

vMA 

（制御端末） 

① 

② 

③ 

② 

制御端末 

 
ESMPRO/ACサービス 
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復電後の動作は以下のとおりです。 
 
①復電によりESXiサーバのUPSがON 
②ESXiサーバが起動 
③ESXiサーバにより、vMAおよび仮想マシンが起動 
 

  

Smart-UPS SNMPカード搭載 

VMware ESXi サーバ 

(Express5800/100シリーズ) 

 

ESXi 

仮想サーバ 
仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Windows 

仮想マシン 

Linux 

仮想マシン 

vMA 

（制御端末） 

③ 

② 

① 

制御端末 

 ESMPRO/ACサービス 
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7.  vCS/vCSAの設定 

 
ESMPRO/ACのAC Management ConsoleにvCS/vCSAの情報を登録する方法は、ESMPRO/AC Enterpriseのセットアップ

カードの以下の節を参照してください。 
 
        AC Management Consoleの設定 

連動端末(サーバ)情報の編集 
vCS/vCSA情報の編集 

 
vSphere 7.0以前を使用しているvSAN構成、またはvSphere 7.0以前を使用している環境でvSphere DRSを有効にす

る場合には、AC Management ConsoleにvCS/vCSAを登録してください。 
vSphere 7.0u1以降をご使用の場合、必ずAC Management ConsoleにvCS/vCSAを登録してください。 
 
vSphere HAやvSAN構成はそれぞれ以下の制御方式にて運用してください。 
 
「5.2.1 ESMPRO/ACにて仮想マシンの順序シャットダウン／順序起動を行う場合」 
「5.3.1 ESMPRO/ACにて仮想マシンの順序シャットダウン／順序起動を行う場合」 
 
上記で運用しvCS/vCSAの情報をESMPRO/ACに登録することで、停電・復電時にESMPRO/ACから以下の機能が自動

で制御されるようになります。 
 

制御対象機能 対応バージョン 備考 

vSphere DRS ESMPRO/AC Ver 5.4  

vSAN  (「8. vSAN制御(KB 70650対応)」参照) ESMPRO/AC Ver 5.5  

vCLS ESMPRO/AC Ver 5.5  

vSANファイルサービス ESMPRO/AC Ver 5.61 ESMPRO/AC Ver5.6 に ESMARC56-01-

241115 以降のアップデートを適用してくださ

い。 

 
注意： 

制御される時点で vCS/vCSAが起動している必要があります。 
復電時に仮想マシンの順序制御機能の起動待ち合わせ時間が足りず、vCSA が起動する前に上記機能の起動処理に

到達した場合は処理がスキップされます。その場合は、Windows OS のサービスコントロールマネージャから

「ESMPRO/ARC Service」を必ず再起動してください。 
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8.  vSAN制御(KB 70650対応) 

 
ESMPRO/AC Ver5.5 以降より vSAN クラスタを安全にシャットダウンならびに起動するため、VMware が公開してい

るVMware KB 70650の手順に従ってシャットダウンならびに起動をしています。 
同手順の中に、reboot_helper.py コマンドの実行がありますが、同コマンド実行時にエラーが発生することがあります。 
 
reboot_helper.py prepareおよび reboot_helper.py recoverに失敗した場合、ESMPRO/ARC Serviceサービスが以下の

ようなポップアップメッセージを制御端末のデスクトップ上に出力します。 
 
・reboot_helper.py prepareに失敗した場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
・reboot_helper.py recoverに失敗した場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらのポップアップメッセージが出力された場合は、下記ファイルをテキストエディタで開き、エラー内容を確認し

てください。 
 
 
＜ESMPRO/ACのインストールフォルダ＞¥DATA¥reboot_helper_error.log 
※＜ESMPRO/ACのインストールフォルダ＞のデフォルトは、C:¥Program Files (x86)¥AUTORC 
 
上記ファイルには、以下のような情報が出力されています。 

 
 
 
 
 
 

reboot_helper.py prepareおよび reboot_helper.py recoverの実行結果は、下記ファイルに出力しています。 
 
<ESMPRO/AC インストールフォルダ>¥DATA¥vCenterInfo¥＜IP アドレス＞¥＜データセンター名＞¥＜クラスタ名

＞¥reboot_helper.log 
 
前述 reboot_helper.logに記載されているエラーメッセージに従って、対処をしてください。対処にあたっては下記URL
の記載内容も参照願います。 

2021/09/08 18:40:22*[00000000] vSAN クラスタ（データセンター名[Datacenter]／クラスタ名

[vSAN_HA]配下)の reboot_helper.py prepare実行中にエラーが発生しています。               
2021/09/10 12:03:24*[00000000] vSAN クラスタ（データセンター名[Datacenter]／クラスタ名

[vSAN_HA]配下)の reboot_helper.py recover実行中にエラーが発生しています。               
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Using a built-in tool to perform a simultaneous shutdown/reboot of all hosts in the vSAN cluster 

https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=70650 
 
「reboot_helper.py recover」のエラー対処をした場合には、対処終了後、Windows OS のサービスコントロールマネー

ジャから「ESMPRO/ARC Service」を必ず再起動してください。 
 
なお、「reboot_helper.py recover」でvSANネットワーク接続確認に時間がかかりTimeoutのエラーが発生する場合は、

reboot_helper.py の実行開始を遅延させることでエラー発生を回避できる場合があります。下記ファイルの変数

waitsec_align_hosts_startupの値を変更し、ESMPRO/ACが実行するESXiサーバの起動処理を遅延させてください。

ESMPRO/ACは同変数に設定した秒数が経過するまでESXiサーバの起動処理を遅延させます。 
<ESMPRO/ACインストールフォルダ>¥DATA¥vm_cluster.toml 
※上記ファイルは仮想マシン順序設定機能で仮想マシン順序設定を行った際に作成されるファイルです 
 
[[cluster]] 
... 
  [cluster.parameter] 
    waitsec_align_hosts_shutdown = 15 
    waitsec_align_hosts_startup = 180 
 
 
  
  

左記例では180秒経過するまで

ESMPRO/ACはESXiサーバの起動処理

を待機します 

https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=70650
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reboot_helper.logの出力例 
 
reboot_helper.py prepare の正常終了時のログ 
[2021/09/08 17:19:24:160] (16620) Begin Log. 
[2021/09/08 17:20:19:345] (16620) reboot helper start =====> 
[2021/09/08 17:20:19:346] (16620)   Begin to prepare the cluster for gracefully rebooting... 
[2021/09/08 17:20:19:348] (16620)   Time among connected hosts are synchronized. 
[2021/09/08 17:20:19:349] (16620)   Scheduled vSAN reconfig task. 
[2021/09/08 17:20:19:351] (16620)   Waiting for the scheduled task...(42s left) 
[2021/09/08 17:20:19:352] (16620)   Waiting for the scheduled task...(12s left) 
[2021/09/08 17:20:19:354] (16620)   Checking network status... 
[2021/09/08 17:20:19:356] (16620)   Cluster preparation is not ready, retry after 10s... 
[2021/09/08 17:20:19:357] (16620)   Network checking done. 
[2021/09/08 17:20:19:359] (16620)   Cluster preparation is done! 
[2021/09/08 17:20:19:360] (16620)   Ready to proceed following steps: 
[2021/09/08 17:20:19:362] (16620)     1.Put all hosts in maintenance mode with 'No Action' mode. 
[2021/09/08 17:20:19:363] (16620)     2.Reboot/Shutdown all hosts. 
[2021/09/08 17:20:19:365] (16620)     3.When all hosts are brought back, exit maintenace mode. 
[2021/09/08 17:20:19:366] (16620)     4.Run this script again with 'recover' command. 
[2021/09/08 17:20:19:368] (16620)    
[2021/09/08 17:20:19:369] (16620) <===== reboot helper end 
[2021/09/08 17:20:19:371] (16620) execreboot_helper : Done 
 
 
reboot_helper.py prepare の異常終了時のログ 
[2021/09/08 18:40:22:563] (16876) Begin Log. 
[2021/09/08 18:41:03:309] (16876) reboot helper start =====> 
[2021/09/08 18:41:03:311] (16876)   Begin to prepare the cluster for gracefully rebooting... 
[2021/09/08 18:41:03:312] (16876)   Failed to connect host 172.16.1.42, skipping it... 
[2021/09/08 18:41:03:314] (16876)   Time among connected hosts are synchronized. 
[2021/09/08 18:41:03:315] (16876)   Exiting cluster preparation. 
[2021/09/08 18:41:03:317] (16876)   Detected unsupported hosts ['172.16.1.42'] 
[2021/09/08 18:41:03:319] (16876)   Please remove above unsupported hosts and try again. 
[2021/09/08 18:41:03:320] (16876)    
[2021/09/08 18:41:03:322] (16876) <===== reboot helper end 
[2021/09/08 18:41:03:323] (16876) execreboot_helper : Failed 
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reboot_helper.py recover の正常終了時のログ 
[2021/09/09 11:26:04:296] (12892) Begin Log. 
[2021/09/09 11:27:20:458] (12892) reboot helper start =====> 
[2021/09/09 11:27:20:459] (12892)   Begin to recover the cluster... 
[2021/09/09 11:27:20:460] (12892)   Time among connected hosts are synchronized. 
[2021/09/09 11:27:20:461] (12892)   Scheduled vSAN cluster restore task. 
[2021/09/09 11:27:20:462] (12892)   Waiting for the scheduled task...(63s left) 
[2021/09/09 11:27:20:463] (12892)   Waiting for the scheduled task...(33s left) 
[2021/09/09 11:27:20:464] (12892)   Waiting for the scheduled task...(3s left) 
[2021/09/09 11:27:20:465] (12892)   Checking network status... 
[2021/09/09 11:27:20:466] (12892)   Recovery is not ready, retry after 10s... 
[2021/09/09 11:27:20:467] (12892)   Network checking done. 
[2021/09/09 11:27:20:468] (12892)   Cluster reboot/poweron is completed successfully! 
[2021/09/09 11:27:20:469] (12892)    
[2021/09/09 11:27:20:470] (12892) <===== reboot helper end 
[2021/09/09 11:27:20:471] (12892) execreboot_helper : Done 
 
reboot_helper.py recover の異常終了時のログ 
[2021/09/10 12:03:24:119] (17812) Begin Log. 
[2021/09/10 12:04:33:625] (17812) reboot helper start =====> 
[2021/09/10 12:04:33:626] (17812)   Begin to recover the cluster... 
[2021/09/10 12:04:33:628] (17812)   Time among connected hosts are synchronized. 
[2021/09/10 12:04:33:629] (17812)   Scheduled vSAN cluster restore task. 
[2021/09/10 12:04:33:630] (17812)   Waiting for the scheduled task...(36s left) 
[2021/09/10 12:04:33:631] (17812)   Waiting for the scheduled task...(6s left) 
[2021/09/10 12:04:33:632] (17812)   Checking network status... 
[2021/09/10 12:04:33:634] (17812)   Recovery is not ready, retry after 10s... 
[2021/09/10 12:04:33:635] (17812)   Recovery is not ready, retry after 10s... 
[2021/09/10 12:04:33:636] (17812)   Recovery is not ready, retry after 10s... 
[2021/09/10 12:04:33:637] (17812)   Timeout, please try again later 
[2021/09/10 12:04:33:638] (17812)    
[2021/09/10 12:04:33:640] (17812) <===== reboot helper end 
[2021/09/10 12:04:33:641] (17812) execreboot_helper : Failed 
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9.  注意事項 

9.1 共通 
 

（1） ESXi/ESX サーバの電源制御を行う際、ESXi/ESX Hypervisor エディション等の無償版ライセンス製品では、電

源制御が行えません。Standard エディションなど有償版ライセンス製品をご利用ください。 
 

（2） ESMPRO/AC Lite for VMware導入時にはvSphere Management Assistant(vMA)が必須となっていますが、vSphere 
Management Assistantに関する操作および内容につきましては、ESMPRO/AC Lite for VMwareおよびVMware製
品としてサポートしていません。 

 
（3） ESMPRO/AC Lite for VMware製品による電源管理、自動運転を行う場合は、管理用仮想マシンvMA上に製品を

インストールしてください。（ESXiサーバおよび他の仮想マシンには、電源管理ソフトウェアのインストールは

不要です。） 
 

（4） ESMPRO/AC Lite for VMwareおよびESMPRO/ACを管理用仮想マシンvMA上やWindows仮想マシンにインス

トールして運用する場合、各仮想マシンには VMware Tools をインストールして、ESXi サーバのシャットダウ

ンの際に仮想マシンのシャットダウンも行われるように、予め設定しておく必要があります。 
また、管理用仮想マシンvMAやWindows仮想マシンのシャットダウン、起動は、ESXiサーバのオフ／オンと

連動するように設定して運用してください。 
※設定手順の詳細はESXiサーバのドキュメントを参照してください。 

 
（5） SigmaSystemCenter/電源管理基本パックでは、ESXi/ESX サーバの電源管理機能(停電シャットダウン/復電) およ

び物理マシン上のWindows管理サーバ(制御端末)上のAC Management Console 操作による手動シャットダウン/
起動をサポートしております。 
なお、スケジュール機能による自動運転は使用できません。 
 

（6） ESMPRO/AC Ver5.0 以前または SigmaSystemCenter/電源管理基本パックでは、VMware ESXi 環境で発生する現

象に関する修正を組み込んだアップデートをリリースしています。 
     「8. アップデートの入手方法」を参照して最新アップデート入手後、適用してください。 
 
（7） 制御端末とESXi/ESXサーバ（VMware HAサーバ除く）が同じUPSに接続されている環境にて、停電によるシ

ャットダウン時、ESXi/ESXサーバのOSシャットダウン前に制御端末がシャットダウンしてしまう場合があり

ます。その場合、ESMPRO/ACにて提供しているジョブ起動待機コマンド（WAITJOB.EXE）を制御端末の電源

異常切断時の起動ジョブに登録し、ESXi/ESX サーバの OS シャットダウンを待ち合わせてから制御端末の OS
シャットダウンが行われるようにしてください。 
起動ジョブの登録方法は、制御端末のESMPRO/AC GUI を起動後、「オプション」ボタンを押し、［ジョブ起動］

内の「電源異常切断時に登録ジョブを起動する」チェックを有効にします。その後、「起動ジョブの登録」ボタ

ンを選択し、「追加」ボタンから以下のジョブを登録してください。 
 

例）60秒待ち合わせる場合 
C:¥Program Files (x86)¥AUTORC¥WAITJOB.EXE 60 

 
（8） 制御端末はESXi/ESXサーバとの通信に”https”を利用しております。このため、対象のESXi/ESXサーバへの

通信経路にプロキシサーバ等が設定されている場合、制御端末と ESXi/ESX サーバ間の通信が正常に行えない

ことがあります。その際は、一旦、プロキシサーバの設定を解除して通信確認をお試しください。通信に成功し

た場合、プロキシサーバの影響が考えられるため、プロキシサーバの例外設定に対象となる ESXi/ESX サーバ

の情報を登録してください。 
 
（9） Disk保護時間には、0秒よりも大きい値を設定してください。 
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（10） 部分停電が発生するような環境の場合、AC Management Console（AMC）の制御端末、iStorageの全UPSの設

定にて、復電後の動作設定を「復電後、リブートしない」にしていただき、復電後は手動でUPSを起動する運

用をお願いいたします。 
 
（11） ロックダウンモードを有効化したESXi/ESXサーバを電源制御する運用はサポートしていません。 
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9.2 VMware HA構成 
 
VMware HA構成で運用する際にいくつかの注意事項があります。 
以下では、VMware HA構成で運用する際の注意事項を記載していますので、運用前に必ず内容をご確認ください。 
 
＜スクリプトファイルを用いて仮想マシンの起動／シャットダウンを行う場合＞ 
 
（1） VMware HA 構成をExpress5800/Blade サーバで構築している場合、Express5800/Blade サーバのAC-LINK の設

定を[Power ON]にしてください。 
 
（2） VMware HA 構成において ESMPRO/AC を利用した ESXi/ESX サーバの電源管理／自動運転を行う場合、各

ESXi/ESX サーバのシャットダウン／起動は、物理マシン上の Windows 管理サーバ(制御端末)の ESMPRO/AC
のジョブ機能に登録したスクリプトファイル(バッチファイルおよび Windows PowerShell スクリプトファイル)
にて行います。 
以下に注意事項を記述いたします。 

 
＜物理マシン上のWindows管理サーバ(制御端末)の手動シャットダウン／起動について＞ 

AC Management Consoleにて制御端末のシャットダウンを実施すると、ジョブに登録したスクリプトファイル

の内容に従い、各ESXi/ESXサーバのシャットダウンが実施されます。 
 

＜ESXi/ESXサーバの手動シャットダウン／起動について＞ 
AC Management Console に登録しているESXi/ESXサーバを選択して、ESXi/ESXサーバのシャットダウンお

よびリブート操作を行うことができません。ESXi/ESXサーバのシャットダウンおよびリブートは以下の操作

にて実施してください。 
・vSphere Client ツールまたはESXi/ESX サーバにログインし、ESXi/ESX サーバのシャットダウンおよびリ

ブートを実施する。 
※本操作を行う際は、対象のESXi/ESX サーバ上の仮想マシンのシャットダウンや仮想サーバの起動後に

仮想マシンを起動する操作をそれぞれ手動で行う必要があります。 
 

＜物理マシン上のWindows管理サーバ(制御端末)およびESXi/ESXサーバのスケジュール運転について＞ 
VMware HA構成のESXi/ESXサーバをスケジュール運転する場合、制御端末のスケジュール運転の設定を行

い、制御端末のスケジュールによるオフ／オンに連動し、ESXi/ESXサーバをオフ／オンする運用を行う必要

があります。 
※AC Management Consoleから対象のESXi/ESXサーバに対しスケジュール設定を行っても、正しくスケジュ

ールオフ／オンを行うことができません。 
 

＜サンプルスクリプトについて＞ 
－ 公開されているサンプルスクリプトは、それぞれ下記の動作を行います。 

[シャットダウンについて] 
ESXi/ESX サーバ上で稼動していたすべての仮想マシンをシャットダウンし、その後に ESXi/ESX サー

バのシャットダウンを行う処理を行います。 
[起動について] 

ESXi/ESX サーバのシャットダウン前の仮想マシンの稼動状態（稼動中／停止済み）にかかわらず、

ESXi/ESXサーバに存在するすべての仮想マシンを起動させます。 
 

－ 公開しているサンプルスクリプトは、一斉停電時に各ESXi/ESXサーバおよび仮想マシンを安全に停止す

ることを前提としています。 
「１台のESXi/ESX サーバのUPS のみ停電が発生した場合（部分停電）、停電が発生したESXi/ESX サー

バ上で稼動していた仮想マシンを他の停電が発生していないESXi/ESX サーバに移動させて、仮想マシン

を運用する」といった処理には対応しておりません。停電が発生していないESXi/ESX サーバに仮想マシ
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ンを移動させ、運用する必要がある場合には、vSphere Clientにて操作を行なってください。 
（3） ESMPRO/AC が提供する iStorage 連携機能は、iStorage 装置を利用する連動端末以外に、iStorage 装置を利用し

ない制御端末を用意することにより、iStorage を利用するすべてのサーバがシャットダウンし UPS が停止した

タイミングで、キャッシュフラッシュ指示を行うようになっています。しかし、VMware HA構成は、「5.2.3 ス
クリプトファイルを用いて仮想マシンの起動／シャットダウンを行う場合」で記述している AC Management 
Consoleのツリー構成の場合、擬似的に制御端末とESXi/ESXサーバが同じUPSを使用するようにしています。

このため、VMware HA構成では、iStorage S/D/M シリーズ連携機能により、iStorage装置 へのキャッシュフラ

ッシュ指示処理を実行することはできません。 
 
＜ESMPRO/AC Ver5.2以降の場合＞ 

 
（4） VMware HAで構成されたESXi/ESXサーバ上のWindows仮想マシンにESMPRO/ACをインストールする運用

はサポートしていません。 
 
＜ESMPRO/AC Ver5.5以降の場合＞ 
 
（5） vCLSの制御について、手動で「Retreat Mode」の操作を実施する場合はvCenter ServerのvSphere Clientの 

「vCenter 名」「設定」「詳細設定」で表示される画面で config.vcls.clusters.domain-<クラスタ ID>.enabled の項目

を追加し設定します。 
ESMPRO/AC Ver5.5以降では config.vcls.clusters.domain-<クラスタ ID>.enabledの項目が存在する場合は"True"の
値になっている場合のみvCLSが有効と判断し、シャットダウン前に制御端末のESMPRO/ACからRetreat Mode
の移行処理が実施後に仮想マシンの停止を行います。 
文字列が"true"や"TRUE"ではESMPRO/ACは無効と判断しvCLSの停止処理はスキップされ、仮想マシンの停

止処理が実施されます。そのため onfig.vcls.clusters.domain-<クラスタ ID>.enabled の設定値は”True”に設定して

運用してください。 
 

＜ESMPRO/AC Lite for VMwareの場合＞ 
 
（6） VMware HAで構成されたESXiサーバ上のvMAにESMPRO/AC Lite for VMwareをインストールする運用はサ

ポートしていません。 
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9.3 VMware FT構成 

 
＜ESMPRO/AC Ver5.2以降の場合＞ 

 
（1） 仮想マシン順序設定機能を有効にすることで、VMware FT の仮想マシンをシャットダウンならびに起動するこ

とが可能です。 
 
注意： 
Ver5.3の場合、仮想マシン順序設定機能を使用するには、「ESMARC53-03-201910」以上のアップデート適用が

必要です。 
 
＜ESMPRO/AC Lite for VMwareの場合＞ 
 
（2） VMware FTの設定を有効にしたESXiサーバを電源制御する運用はサポートしていません。 
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9.4 VMware Virtual SAN構成 
 

ESMPRO/ACでは、VMware Virtual SAN構成で運用する際にいくつかの注意事項があります。 
以下に注意事項を記載しますので、運用前に必ず内容をご確認ください。 

 
■ESMPRO/ACにて仮想マシンの順序シャットダウン／順序起動を行う場合 

注意： 
Ver5.3 の場合、ESMPRO/AC の機能にて仮想マシンをシャットダウン／起動する機能を使用するには、

「ESMARC53-03-201910」以上のアップデート適用が必要です。 
 
-  VMware ESXi 7/8, ESX9の共通の注意事項 

 
(1) VMware Virtual SAN構成するExpress5800サーバのAC-Link設定は、[Power On]にしてください。 

 
(2) AC Management Consoleを用いてVMware Virtual SAN クラスタをシャットダウンしたい場合には、クラスタを

構成する全 ESXi/ESX サーバをシャットダウン対象にする必要があります。クラスタを構成する一部の

ESXi/ESXサーバだけを選択し、クラスタを部分的にシャットダウンすることはできません。 
 

(3) VMware Virtual SAN クラスタ上で動作している Windows 仮想マシン上に ESMPRO/AC をインストールし、同

VMware Virtual SANクラスタを管理することはできません。 
 

(4) vSANクラスタの健全性を保持するには、vCSAおよびvSANホストをNTPサーバと時刻同期をしてください。 
 

(5) ESMPRO/ACVer5.5(KB70650)以降の場合、AMCからの手動シャットダウンやスケジュール運転はvSANクラス

タを構成する vSAN ホストが一台でも稼働していない場合、指定されたすべてのサーバのシャットダウン／リ

ブートが中止されます。 
 

(6) vSANファイルサービスはESMPRO/AC Ver5.61からサポートしています。 
vSANファイルサービスが有効な場合にESMPRO/AC Ver5.61以降を使用してシャットダウンすると自動で停止

処理が動作します。ESMPRO/AC Ver5.61を使う場合はvSANファイルサービスを制御するスクリプトは必要あ

りません。 
 

■vCSAがvSANストレージを構成するESXi/ESXサーバ上に存在しない場合 
以下の順番で停止します。 
 1. 電源異常発生 
  2. vSANストレージを構成するESXi/ESXサーバのUPSの「電源異常確認時間」経過 

3. vCLS機能停止(Retreat Modeに変更)処理 
4. 仮想マシンシャットダウン処理 
5. vSANファイルサービス停止処理 
6. VMware KB 70650のシャットダウン処理 
7. vSANストレージを構成するESXi/ESXサーバのメンテナンスモード移行処理 
8. vSANストレージを構成するESXi/ESXサーバのシャットダウン処理 
9. vCSAが存在するESXi/ESXサーバのUPSの「電源異常確認時間」経過 
10. vCSAが存在するESXi/ESXサーバのシャットダウン処理 

vCSAは「5. vSANファイルサービス停止処理」完了まで起動している必要があります。 
vCSA が存在する ESXi/ESX サーバが接続される UPS と vSAN ストレージを構成する ESXi/ESX サーバが接続

されるUPSの「電源異常確認時間」を調整し、vCSAが「5. vSANファイルサービス停止処理」完了まで起動し

ている状態にしてください。 
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復電時は以下の順番で起動します。 
 1. 復電 
  2. vCSAが存在するESXi/ESXサーバのUPSのDisk保護時間経過  

(ESXi/ESXサーバ起動に連動してvCSA自動起動)  
3. vSANストレージを構成するESXi/ESXサーバのUPSのDisk保護時間経過 
4. メンテナンスモード解除処理 
5. VMware KB 70650の起動処理 
6. vSANファイルサービス起動処理 
7. 仮想マシン起動処理 
8. vCLS機能を有効(Retreat Mode解除)にする処理 
 

vCSAは「6. vSANファイルサービス起動処理」実施時点で起動している必要があります。 
vCSA が存在する ESXi/ESX サーバが接続された UPS と vSAN ストレージを構成する ESXi/ESX サーバが接続

されるUPSの「Disk保護時間に」を調整し、vCSAが「6. vSANファイルサービス起動処理」実施時点で起動し

ている状態にしてください。 
 

■vCSAがvSANストレージを構成するESXi/ESXサーバ上に存在する場合 
以下の順番で停止します。 
 1. 電源異常発生 
  2. vSANストレージを構成するESXi/ESXサーバのUPSの電源異常確認時間経過 

3. vCLS機能停止(Retreat Modeに変更)処理 
4. 仮想マシンシャットダウン処理 
5. vSANファイルサービス停止処理 
6. vCSAシャットダウン処理 
7. VMware KB 70650のシャットダウン処理 
8. vSANストレージを構成するESXi/ESXサーバのメンテナンスモード移行処理 
9. vSANストレージを構成するESXi/ESXサーバのシャットダウン処理 

 
通常(vSANファイルサービスが無効時)は仮想マシンは順序制御機能により「4. 仮想マシンシャットダウン処理」

で制御されますが、vCSAのみvSANファイルサービスの停止後にシャットダウンされます。(※ 本パターンで

はvCSAは順序制御機能から制御されません。) 
 

復電時は以下の順番で起動します。 
 1. 復電 

2. vSANストレージを構成するESXi/ESXサーバのUPSのDisk保護時間経過 
3. メンテナンスモード解除処理 
4. VMware KB 70650の起動処理 
5. vCSA起動処理 
6. vSANファイルサービス起動処理 
7. 仮想マシン起動処理 
8. vCLS機能を有効(Retreat Mode解除)にする処理 

 
通常(vSANファイルサービスが無効時)は仮想マシンは順序制御機能により「7. 仮想マシン起動処理」で制御さ

れますが、vCSAのみvSANファイルサービスの起動処理実施前に起動されます。(※ 本パターンではvCSAは

順序制御機能から制御されません。) 
 

(7) vCLSの制御について、手動で「Retreat Mode」の操作を実施する場合はvCenter ServerのvSphere Clientの 
「vCenter 名」「設定」「詳細設定」で表示される画面で config.vcls.clusters.domain-<クラスタ ID>.enabled の項目

を追加し設定します。 
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ESMPRO/AC Ver5.5以降では config.vcls.clusters.domain-<クラスタ ID>.enabledの項目が存在する場合は"True"の
値になっている場合のみvCLSが有効と判断し、シャットダウン前に制御端末のESMPRO/ACからRetreat Mode
の移行処理が実施後に仮想マシンの停止を行います。 
文字列が"true"や"TRUE"ではESMPRO/ACは無効と判断しvCLSの停止処理はスキップされ、仮想マシンの停

止処理が実施されます。そのため onfig.vcls.clusters.domain-<クラスタ ID>.enabled の設定値は”True”に設定して

運用してください。 
 

- VMware ESXi8までの注意事項 
 

(1) ESMPRO/ACVer5.5 以降より VMware KB 70650 に対応し、ESMPRO/AC から vSAN クラスタのシャットダウ

ンならびに起動時に、vSANディスクを保護できるようになりました。 
 
参考URL: 

Using a built-in tool to perform a simultaneous shutdown/reboot of all hosts in the vSAN cluster 
https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=70650 

 
 
■SigmaSystemCenterと連携することで仮想マシンのシャットダウン／起動を行う場合 
 

(1) VMware Virtual SAN構成するExpress5800サーバのAC-Link設定は、[Power On]にしてください。 
(2) AC Management Consoleを用いて、VMware Virtual SANを構成するESXi/ESXサーバをリブートすることはでき

ません。 
(3) AC Management Consoleを用いてVMware Virtual SAN クラスタをシャットダウンしたい場合には、クラスタを

構成する全 ESXi/ESX サーバをシャットダウン対象にする必要があります。クラスタを構成する一部の

ESXi/ESXサーバだけを選択し、クラスタを部分的にシャットダウンすることはできません。 
(4) スケジュール運転を用いてVMware Virtual SANクラスタをオフにすることは可能ですが、オンにすることはで

きません。オンにした場合はクラスタを構成するESXi/ESXサーバ自体は起動しますが、各サーバはメンテナン

スモード状態で起動してきます。VMware Virtual SANクラスタとして利用するにはSigmaSystemCenterによるメ

ンテナンスモードの解除が必要です。メンテナンスモードの詳細はSigmaSystemCenterのマニュアルを参照くだ

さい。 
(5) VMware Virtual SAN クラスタ上で動作している Windows 仮想マシン上に ESMPRO/AC をインストールし、同

VMware Virtual SANクラスタを管理することはできません。 
 

■スクリプトファイルを用いて仮想マシンの起動／シャットダウンを行う場合 
 
(1) VMware Virtual SAN 構成をExpress5800/Blade サーバで構築している場合、Express5800/Blade サーバの AC-LINK 

の設定を[Power ON]にしてください。 
(2) VMware Virtual SAN構成においてESMPRO/ACを利用したESXi/ESXサーバの電源管理／自動運転を行う場合、

各 ESXi/ESX サーバのシャットダウン／起動は、物理マシン上の Windows 管理サーバ(制御端末)の ESMPRO/AC
のジョブ機能に登録したスクリプトファイル(バッチファイルおよび Windows PowerShell スクリプトファイル)に
て行います。 
以下に注意事項を記述いたします。 

 
＜物理マシン上のWindows管理サーバ(制御端末)の手動シャットダウン／起動について＞ 

AC Management Consoleにて制御端末のシャットダウンを実施すると、ジョブに登録したスクリプトファイル

の内容に従い、各仮想マシンの停止（またはシャットダウン）およびESXi/ESXサーバのシャットダウンが実

施されます。 
 

＜ESXi/ESXサーバの手動シャットダウン／起動について＞ 
AC Management Console に登録しているESXi/ESXサーバを選択して、ESXi/ESXサーバのシャットダウンお

https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=70650


 89 

よびリブート操作を行うことができません。 
 

＜物理マシン上のWindows管理サーバ(制御端末)およびESXi/ESXサーバのスケジュール運転について＞ 
VMware Virtual SAN 構成の ESXi/ESX サーバをスケジュール運転する場合、制御端末のスケジュール運転の

設定を行い、制御端末のスケジュールによるオフに連動し、ESXi/ESXサーバをオフする運用を行う必要があ

ります。 
※AC Management Consoleから対象のESXi/ESXサーバに対しスケジュール設定を行っても、正しくスケジュ

ールオフ／オンを行うことができません。 
 

■ESMPRO/AC Lite for VMwareの場合 
 
（1） VMware Virtual SANで構成されたESXiサーバ上のvMAにESMPRO/AC Lite for VMwareをインストールする運

用はサポートしていません。 
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9.5 SigmaSystemCenter環境 

 
以下では、SigmaSystemCenterを使用した環境で運用する際の注意事項を記載しています。運用前に必ず内容をご確

認ください。 
 
（1） SigmaSystemCenterにて仮想マシンのシャットダウン／起動を行う場合、SigmaSystemCenterの機能によって仮想

サーバ間を移動した場合には、VMwareの機能で仮想サーバの起動／シャットダウンに、仮想マシンのシャット

ダウン／起動する設定情報が引き継がれません。仮想マシンが仮想サーバ間を移動する可能性があるシステム

の場合には、スクリプトファイルを用いて仮想マシンを停止するあるいは、ESMPRO/AC にて仮想マシンの順

序シャットダウンを行うよう環境設定を実施ください。 
注意： 
Ver5.3の場合、ESMPRO/ACの機能にて仮想マシンをシャットダウンする機能を使用するには、「ESMARC53-
03-201910」以上のアップデート適用が必要です。 
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10.  アップデートの入手方法 

・https://www.support.nec.co.jp/GuidanceCategoryProductSearch.aspx 
→カテゴリ順に表示 
→運用管理 
→サーバ管理 
→ ESMPRO/AutomaticRunningController 

→プラットフォーム管理 
→ WebSAM SigmaSystemCenter 

 
・http://www.support.nec.co.jp/PSHome.aspx 
→サポート情報 
→カテゴリから探す 
→修正情報・ダウンロード 
→キーワードで検索 

 
＜ESMPRO/AutomaticRunningControllerの最新アップデート＞ 

検索キーワード： ESMPRO/AutomaticRunningController 
 

＜SigmaSystemCenter/電源管理基本パックの最新アップデート＞ 
検索キーワード： SigmaSystemCenter/電源管理基本パック 

 
 
 
 
 
 

(C) Copyright NEC Corporation 2011-2025. All rights reserved. 

本文書は予告なく変更する場合があります。本文書の著作権は日本電気株式会社に帰属します。本文書の全部または一部を日本電気株式会社

の許諾なしに複製、改変、および翻訳することを禁止します。 

本文書に掲載するソフトウェア製品名およびソフトウェアバージョンは、2025年08月時点のものです。最新の情報は、ホームページ

(https://jpn.nec.com/esmpro_ac/）等でご確認ください。 

 
 

https://www.support.nec.co.jp/GuidanceCategoryProductSearch.aspx
http://www.support.nec.co.jp/PSHome.aspx

	目次
	1.  はじめに
	2.  システム構成
	2.1  ESMPRO/ACをインストールした物理マシン上のWindows管理サーバを制御端末とする場合
	2.2  ESMPRO/ACをインストールした物理マシン上のWindows管理サーバを制御端末とする場合(VMware HA構成)
	2.2.1 ESMPRO/ACにて仮想マシンの順序シャットダウン／順序起動を行う場合
	2.2.2 仮想マシンのシャットダウン／起動を順不同で行う場合
	2.2.3 スクリプトファイルを用いて仮想マシンのシャットダウン／起動を行う場合

	2.3  ESMPRO/ACをインストールした物理マシン上のWindows管理サーバを制御端末とする場合( VMware Virtual SAN構成)
	2.3.1 ESMPRO/ACにて仮想マシンの順序シャットダウン／順序起動を行う場合
	2.3.2 SigmaSystemCenterと連携することで仮想マシンのシャットダウン／起動を行う場合
	2.3.3 スクリプトファイルを用いて仮想マシンのシャットダウン／起動を行う場合

	2.4  SigmaSystemCenter/電源管理基本パックをインストールした物理マシン上のWindows管理サーバを制御端末とする場合
	2.5   ESMPRO/AC Lite for VMwareをインストールしたvMAマシンを制御端末とする場合

	3.  ESXi/ESXサーバ環境の電源管理システム構成例
	3.1  ESMPRO/ACを使用する場合の構成例（VMware HA構成でない場合）
	3.2  ESMPRO/ACを使用する場合の構成例（VMware HA構成の場合）
	3.3  ESMPRO/ACを使用する場合の構成例（VMware Virtual SAN構成の場合）
	3.4  SigmaSystemCenter/電源管理基本パックを使用する場合
	3.5  ESMPRO/AC Lite for VMwareを使用する場合

	4.  ESXi/ESXサーバの設定方法
	4.1  仮想マシンの自動起動／シャットダウン設定
	4.2  スクリプトファイルの作成（VMware HA構成の場合）
	4.3  スクリプトファイルの作成（VMware Virtual SAN構成の場合）

	5.  ESMPRO/ACの設定方法
	5.1  ESMPRO/ACを使用する場合
	5.2  ESMPRO/ACを使用する場合（VMware HA構成の場合）
	5.2.1 ESMPRO/ACにて仮想マシンの順序シャットダウン／順序起動を行う場合
	5.2.2 仮想マシンのシャットダウン／起動を順不同で行う場合
	5.2.3 スクリプトファイルを用いて仮想マシンの起動／シャットダウンを行う場合

	5.3  ESMPRO/ACを使用する場合（VMware Virtual SAN構成の場合）
	5.3.1 ESMPRO/ACにて仮想マシンの順序シャットダウン／順序起動を行う場合
	5.3.2 SigmaSystemCenterと連携することで仮想マシンのシャットダウン／起動を行う場合
	5.3.3 スクリプトファイルを用いて仮想マシンの起動／シャットダウンを行う場合

	5.4  SigmaSystemCenter/電源管理基本パックを使用する場合
	5.5  ESMPRO/AC Lite for VMwareを使用する場合

	6.  停電・復電時の動作概要
	6.1  ESMPRO/ACまたはSigmaSystemCenter/電源管理基本パックを使用する場合
	6.1.1 物理マシン上のWindows管理サーバからの電源管理
	6.1.2 Windows仮想マシン上からの電源管理

	6.2  ESMPRO/ACを使用する場合（VMware HA構成の場合）
	6.2.1 ESMPRO/ACにて仮想マシンの順序シャットダウン／順序起動を行う場合
	6.2.2 仮想マシンのシャットダウン／起動を順不同で行う場合
	6.2.3 スクリプトを用いて仮想マシンの起動／シャットダウンを行う場合

	6.3  ESMPRO/ACを使用する場合（VMware Virtual SAN構成の場合）
	6.4  ESMPRO/AC Lite for VMwareを使用する場合

	7.  vCS/vCSAの設定
	8.  vSAN制御(KB 70650対応)
	9.  注意事項
	9.1  共通
	9.2  VMware HA構成
	9.3  VMware FT構成
	9.4  VMware Virtual SAN構成
	9.5  SigmaSystemCenter環境

	10.  アップデートの入手方法

